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１．香取市地域公共交通総合連携計画策定にあたって 

１－１ 計画策定の背景と目的 

香取市は、平成 18 年 3 月 27 日に 1 市 3 町（佐原市・小見川町・山田町・栗源町）が合併して誕

生した。 

  本市は、千葉市に次いで県内第 4 位の広大な市域面積（262，31ｋ㎡）を有し、東西約 21，2ｋｍ、

南北約 22，7ｋｍと円形の地勢であることに加え、居住面積が市内全域に分散していることから、

都市部と比較して自家用車への依存が高まっている。 

  こうした背景から、市内を運行している民営バス路線については、不採算路線による撤退や減便

等の縮減により維持しているところであり、このような状況を看過しつづけると、近い将来、市内

の公共交通体系が崩壊する可能性がある。 

  しかし、一方では市内の公共交通の利用者は通院等の高齢者や、通学の学生が大半を占めており、

時間帯や曜日による変動が見られるものの、路線バスに大きく依存している現状がある。 

  今後、さらなる高齢化の進行に伴い、いわゆる交通弱者の移動手段として市域内のバス交通は欠

かせないものであり、その輸送サービスを確保するための方策を検討することが喫緊の課題となっ

ている。 

  また、合併前の旧市町単位で運行されていたコミュニティ（循環）バスについては、各市町独自

の路線、サービス水準で運行されており、合併後の市域全体の公共交通ネットワークという観点か

らの機能は不十分であるとともに、地域間のサービスレベルの公平性が求められている。 

  こうした現状及び課題を踏まえて、本市では様々な交通主体それぞれの機能を活かし、それらが

連携・補完し合える市内の公共交通体系及びそれらが持続的に維持していくための取組み方針につ

いて検討するため、平成 18 年 12 月に市民、交通事業者、その他関係機関で構成する「香取市公共

交通体系検討委員会」を設置し、利用者及び市民へのアンケート調査結果等を踏まえ、平成 20 年 3

月には、既存バス路線の再編及び新規導入路線の運行計画の作成や交通施策の実現への指針となる

「香取市公共交通体系検討委員会 報告書」（以下、「報告書」）をまとめた。 

  平成 20 年度については、5 月に「香取市地域公共交通協議会」（以下、「協議会」）を設置し、報

告書においての考え方や取組みの実現に向けての具体的な運行計画を策定するものである。 

  香取市におけるまちづくりにおいては、香取市総合計画が策定され、少子高齢化の急速な進行、

情報通信技術のめざましい発達、環境問題の顕在化、防災・防犯への意識の高まり、バリアフリー

化の推進など、社会情勢は大きく変化しており、中長期的な視野に立った計画的かつ安定的な行政

運営が求められている。 

こうした背景から、協議会において市内公共交通の課題解消、地域間交通サービスの平準化及び

まちづくり支援に向け、市内公共交通のあり方とそれに基づく施策を「地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律」（平成 19 年 10 月施行）に規定される「地域公共交通総合連携計画」としてとり

まとめ、今後の市内公共交通の維持・活性化を推進するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．香取市の概況 

２－１ 沿革・地勢 

香取市は、平成 18 年 3 月 27 日に、佐原市、小見川町、山田町、栗源町の１市３町が合併し誕生

した。 

香取市は、県内第４位の市域面積 262.31ｋ㎡で、東京都心から直線で約 70ｋｍ、県都千葉市から

約 50ｋｍの千葉県北東部にあり、成田国際空港と鹿島臨海工業地帯の中間に位置する。 
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２－２ 社会・経済情勢 

■人口・世帯数の推移 

平成 20 年度の香取市の総人口は約 9 万人、総世帯数は約 3 万世帯である。 

近年、香取市の人口は減少傾向にあり、平成 11 年度（10 年前）と比較して、約 7.0%減少して

いる。また、世帯数は増加傾向にあり、約 6.7%増加している。 

これらは、少子化及び核家族化を大きく示唆するものであり、今後もこうした傾向がさらにも

増して続いていくことが予想される。 

香取市の人口推移
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 資料：千葉県衛生統計年報・千葉県年齢別・町丁字別人口調査
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■高齢化の進行 

香取市全体の年齢階層別の人口割合をみると、平成 20 年度で、65 歳以上の人口割合は約 24.6％

となっており、県 17.5%と比較して極めて高くなっている。 

平成 11 年度（10 年前）と比較すると、高齢者人口の割合は、約 5.4％増加しており、約 3,500

人の増加となる。 

今後も、さらに高齢化が進行することが予想されることから、高齢化社会に対応した公共交通

システムが必要である。 

香取市高齢化率の推移
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20.66

21.38
22.03
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 資料：千葉県年齢別・町丁字別人口調査

■増大する自動車依存社会 

香取市の保有自動車台数は増加傾向にあり、平成 10 年度と比較して、平成 19 年度時点では、  

保有自動車台数は、約 7.6%増加している。また、世帯当たり保有台数は 2.67 台、1 人当たり保有

台数は 0.88 台と県 0.55 台と比較して高い数値である。 

さらに、人口の減少傾向と世帯の増加傾向にある中で、世帯当たり自動車台数の横ばいは、保

有自動車台数の増加と年少人口の減少を示唆するものである。 

今後の世帯数増加を前提にした場合、今後も自動車台数が増え続け、自動車依存による交通社

会が予想される。 

 香取市の自動車保有台数の推移
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香取市の自動車保有率の推移
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資料：千葉県統計年鑑 
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15 歳以上の通勤・通学者の総数に対する利用交通手段が自家用車で通勤・通学している者の割

合を示す、香取市の自家用車移動率は 72.9%と非常に高くなっており、自家用車を運転できない、

運転免許が無いといった高齢者や学生等の交通弱者に対する、公共交通システムの維持・確保及

び利便性の向上が必要である。 
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資料：国勢調査

 

◆増大する自動車依存社会による悪循環の構図 

・自動車保有台数の増加

・自動車移動率の増加 

悪循環

・公共交通の不採算による縮減（減便）、撤退

・公共交通の利便性の低下

・縮減（減便）、撤退傾向の看過

香取市公共交通体系の崩壊の可能性

・公共交通離れの浸透 

悪循環
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３．公共交通の現況 

３－１ バス路線 

香取市では、民間３社による路線バスが４路線、廃止路線代替バスが５路線、コミュニティバス

等が６路線の計 15 路線が市内を運行している。（Ｈ20.4.1 現在） 

しかしながら、全く運行していない交通空白地域もあり、地域間での利便性に格差が生じており、

路線バスの不採算による撤退や減便等の縮減が相次ぎ、バス路線の維持・確保に係る市の財政負担

が今後ますます増大していくことが予想される。 

このような課題を整理するとともに、課題解消に向けた運行形態の導入等、将来にわたって持続

可能な運行システムを構築していく必要がある。 

 起点 終点 備考

① 吉岡線 佐原粉名口車庫 京成成田駅 民間路線

② 府馬線 小見川駅 旭農高・旭駅 民間路線

③ 与田浦線 潮来車庫 県立佐原病院 民間路線

④ 栗源線 多古 佐原駅 民間路線

⑤ 江戸崎佐原線 江戸崎 佐原駅 廃止路線代替(稲敷市)

⑥ 大倉線 小見川駅 佐原粉名口車庫 廃止路線代替

⑦ 神里線 小見川駅 佐原粉名口車庫 廃止路線代替

⑧ 上の台線 山倉 佐原粉名口車庫 廃止路線代替

⑨ 成田空港線 ｼﾞｪｲﾌｨﾙﾑ 成田空港 廃止路線代替

⑩ 旭中央病院線 道の駅くりもと 旭中央病院

⑪ 千代田線 山倉 成田空港

⑫ 福田線 佐原駅 北の台

⑬ 佐原区循環 佐原区事務所 佐原区事務所

⑭ 山田区循環 山田区事務所 山田区事務所

⑮ 栗源区循環 栗源区事務所 栗源区事務所

路線名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■バス路線の運行状況等 

バス路線別の運行状況と利用状況、市補助金等で運行している路線は以下のとおりである。 

□市内完結路線 

 往路→ 香取市

補助金等額

←復路 （往復） （円） ※事業者報告 （％）

3.5 H17 5,568,448 7,415 22.3

3.5 H18 5,658,377 7,157 21.4

3.5 H19 5,711,914 6,774 20.5

4.5 H17 6,898,779 13,816 38.6

4.5 H18 7,033,603 13,561 37.0

4.5 H19 6,890,081 13,924 38.8

3.0 H17 2,709,686 13,325 62.1

3.0 H18 2,752,886 13,151 61.1

3.0 H19 3,874,899 9,832 45.2

5.0 H17 4,000,000 19,842

5.0 H18 4,000,000 21,261

5.0 H19 4,000,000 19,218

山倉

年度

小見川駅

路線名

上の台線⑧

運行本数 収支率輸送人員（人）

⑥ 大倉線

神里線⑦ 小見川駅 佐原粉名口車庫

佐原粉名口車庫

佐原粉名口車庫

北ノ台⑫ 福田線 佐原駅北口
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□他市町にまたがる路線 
往路→ 香取市

補助金等額

←復路 （往復） （円） ※事業者報告 （％）

旭駅 1,162,370 18,259

旭農高 2,062,207 33,401

旭駅 1,472,824 13,689

旭農高 2,609,864 25,013

旭駅 1,630,227 12,672

旭農高 2,488,354 19,944

7.0 H17 1,945,813 52,974 44.9

7.0 H18 2,177,025 41,722 42.5

4.0 H19 16,474 37.3

6.0 H17 5,000,000 15,192 25.4

6.0 H18 5,000,000 12,850 31.9

6.0 H19 5,000,000 12,639 29.0

5.0 H17 2,346,145 15,166 41.5

5.0 H18 1,855,019 14,284 46.4

5.0 H19 2,174,317 11,448 37.3

2.0 H17 3,187,724 7,530 39.9

2.0 H18 3,205,774 7,592 41.8

2.0 H19 3,452,688 7,799 38.3

収支率

54.8

42.2

⑩ 旭中央病院線 道の駅くりもと 旭中央病院

多古 佐原駅③ 栗源線

路線名 年度

9.0 H17

輸送人員（人）

成田空港

運行本数

H198.0

9.0 H18

37.9

ジェイフィルム

潮来車庫 県立佐原病院

成田空港線⑨

④ 与田浦線

小見川駅② 府馬線

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   □循環バス路線 
往路→ 香取市

補助金等額

←復路 （往復） （円） ※事業者報告 （％）

①北佐原・新島 5.0 8,460

②大戸・瑞穂 5.0 13,526

①北佐原・新島 5.0 7,092

②大戸・瑞穂 5.0 13,482

①北佐原・新島 5.0 7,385

②大戸・瑞穂 5.0 12,854

13,629

12,870

11,810

4,749

7,927,000

8.0

8.0

8.0

8.0

8.0

8.0 H17

H18

35.8

5,140

4,584

7,285,000

3,031,490

収支率

香取市役所

H19

H18 8773350

12.8

H19

佐原区循環⑬

7,858,968

路線名
運行本数

年度
輸送人員（人）

9,002,400

37.9

13.9

12.9

30.0H17 13,209,450

⑭ 山田区循環

H19

H17

H18山田区事務所

⑮
栗源区循環
（ワゴン車）

栗源区事務所 2,657,390

2,126,000
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⑬佐原区循環バス 

(北佐原・新島ルート)

十二橋駅 
③与田浦線 

(県道潮来佐原線)

⑤江戸崎佐原線 

(桜東バス) 

大戸駅 

県立佐原病院 

香取市役所 

栗源区事務所 

⑪千代田線

①吉岡線 

(国道 51 号線) 

⑫福田線 

⑬佐原区循環バス

(大戸・瑞穂ルート) 

⑭山

⑨成田空港線 

⑮栗源区循環バス 

香取駅 ⑥大倉線 (国道 356 号線) 

佐原駅 

⑧上の台線 

(主要地方道佐原椿

⑦神里線 

（主要地方道佐
④栗源線 

(主要地方道佐原八日市場線)

小見川区循環バス（実証） 

・西ルート 

・南ルート 

・中央ルート 
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水郷駅 

②府馬線 

(主要地方道旭小見川線) 

小見川総合病院

小見川駅

海線)

原山田線） 

小見川区循環バス 

小見川区事務所 

 

山田区事務所 

匝瑳市循環バ

田区循環バス
ス

図 市内バス路線網 



   ■バス利用者の特性（東京都圏ﾊﾟｰｿﾝﾄﾘｯﾌﾟ調査） 

0 50 100 150 200 250 300

男性：免許有： 5～19歳

　　　　　　：20～39歳

　　　　　　：40～64歳

　　　　　　：65歳以上

　　：免許無： 5～19歳

　　　　　　：20～39歳

　　　　　　：40～64歳

　　　　　　：65歳以上

女性：免許有： 5～19歳

　　　　　　：20～39歳

　　　　　　：40～64歳

　　　　　　：65歳以上

　　：免許無： 5～19歳

　　　　　　：20～39歳

　　　　　　：40～64歳

　　　　　　：65歳以上

(1.1%)

(0.0%)

(12.4%)

(3.1%)

(7.8%)

(1.6%)

(2.9%)

(人/日）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）（  ）内は各属性に占めるバス利用者の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ■地域間バス利用

県西部方面

東京都

(0

(0.0)
神奈川･埼玉

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 個人属性別バス利用者トリップ数及びバス利用
個人属性別特性 

 バス利用者の個人属性は、性別では女性が約７割を占めている。 

自動車運転免許の保有の有無別では、保有者のバス利用はほとんどみられず、非保有者が大半

を占めている。 

年齢階層別では、男女とも免許非保有者の5～19歳と40～64歳の利用が多く、女性について

は65歳以上での利用がみられる。 

 以上のことより、バスは学生や高齢者などの運転免許を持っていない交通弱者の貴重な移動

手段となっていることが伺われる。
流動 

香取市

(0.1)

(0.1)

(0.0)

(0.1)

(0.0)

旧佐原市
(0.5）

旧小見川町
(0.1）

旧山田町
(0.0）

旧栗源町
(0.0）

(0.0)

山武市方面

成田市方面

千葉市方面

茨城県方面

(0.3)

(0.2)

(0.0)

(0.8)

(0.0)

県南部方面

(0.0)

(0.0)

.0)

( )内は交通量：千ﾄﾘｯﾌﾟ

旭市方面
バス利用 

 バス利用の地域間交通流動は、市内では旧佐原市内で、約0.5千TP/日の流動が見られるも

のの、他には大きな流動は見られない。 

また、市外との流動については、成田市方面との間で約0.8TP/日が見られるものの、茨城

県方面で約0.3千TP/日、旭市方面で約0.2千TP/日とわずかなものとなっている。 
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３－２ 鉄道 

鉄道は、JR 成田線が市域を横断しており、市内の駅は千葉方面に向かって、小見川駅、水郷駅、

香取駅、佐原駅、大戸駅の 5 つの駅と香取駅で結節する JR 鹿島線の十二橋駅が市民の公共交通手段

（通勤・通学・通院等）として重要な役割を果たしている。 

 しかしながら、近年、香取市内の駅利用者は、すべて減少傾向にある。特に減少著しい佐原駅に

おいては、平成 9 年度と比較して、平成 16 年度では約 27.3%減少している。 

 
香取市内駅別1日平均運輸状況の推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

乗車人員

大戸 佐原 香取 水郷 小見川 十二橋駅

大戸 410 410 389 368 368 357 331 291 267 243

佐原 4,517 4,223 4,137 3,974 3,884 3,704 3,516 3,285 3,211 3,197

香取 334 297 294 372 311 349 293 298 251 232

水郷 251 226 228 216 219 225 211 201 183 185

小見川 1,758 1,736 1,732 1,726 1,628 1,645 1,611 1,579 1,484 1,489

十二橋駅 113 115 115 107 95 85 79 75 65 55

Ｈ９ Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：千葉県統計年鑑  

３－３ 高速バス 

  高速バスは、市内から東京駅までの直通バスが小見川、佐原、旭、鉾田・麻生の４ルート運行さ

れており、都内への公共交通手段として重要な役割を果たしている。 

  近年の市内停留所における乗降者数の推移をみると、全体的に増加傾向であり、佐原ルートが最

も多く、次いで小見川ルート、旭ルートとなっている。 

  また、駐車場が近くにある乗降所では、自家用車を停車させて、バスを利用するパークアンドバ

スライドが徐々に普及しつつある。 

 
高速バス市内停留所乗降者数の推移

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

小見川ルート 29,820 30,368 30,554 30,256 30,746 30,163

佐原ルート 38,809 38,994 39,776 48,789 49,149 50,532

旭ルート 25,571 26,735 27,475 25,998 27,449 28,409

麻生・鉾田ルート 7,295 15,639 16,225 8,798 17,526 17,918

Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19

乗車 降車

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※麻生・鉾田ルート…Ｈ17.10 運行開始 資料：運行事業者より提供
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３－４ 福祉交通施策 

事業名 ⑴福祉タクシー事業 ⑵高齢者等外出支援サービス事業 

目的 ・重度心身障害者等が通院、会合等のため、又は高齢者が通院のための

タクシーを利用する場合にその料金の全部又は一部を助成することに

より、重度心身障害者等及び高齢者の移動手段を確保し、もって福祉の

向上を図ることを目的とする。 

・公共の交通機関を利用することが困

難な在宅の高齢者及び重度身体障害者

（以下「高齢者等」という。）に外出支

援サービスを実施することにより高齢

者等の社会参加を促進し、もって健康

の増進及び福祉の向上を図ることを目

的とする。 

【事業内容】 

・福祉施設等への入退所 

・医療機関への受診又は退院への搬送

対象者 ＜重度心身障害者等＞ 

・重度心身障害者等で、市内に

居住している者 

＜高齢者＞ 

・市内に居住する、76 歳以上の者 

・高齢者等で、移送用車両（リフト付

き及びストレッチャー装着車両等）で

なければ、外出が困難な者 

助成金額 ・利用券１枚につき 500 円助成 

・利用 1 回につき利用券 2 枚（1,000 円）の助成限度 

・助成金なし 

【利用者費用負担】 

・片道 5 ㎞につき 500 円 

・5 ㎞超える場合は、1 ㎞ごとに 100 円

利用券交付

数 

＜重度心身障害者等＞ 

・1 人につき月 4 枚 

（申請のあった日の属する月か

ら当該年度 3 月まで） 

＜高齢者＞ 

・1 人につき月 2 枚 

（申請のあった日の属する月から

当該年度 3 月まで） 

 

 

利用車両 ・指定業者に所属するタクシー  

利用方法等 ・利用券を運転手に提出し、助成金額を控除した額を支払う ・利用申請書の提出 

【利用時間等】 

・利用時間…午前 9 時から午後 4 時 30

分まで 

・利用期間…1 日以内で、週 2 回限度 

・利用範囲…原則、市内及び隣接市町

事業名 ⑶福祉有償運送運営協議会 

設置 本市におけるＮＰＯ法人（特定非営利活動促進法（平成 10 年法律第７号）第２条第２項に規定するものをいう。

以下「ＮＰＯ」という。）等による道路運送法（昭和 26 年法律第 183 号。以下「法」という。）第 79 条の登録に

より行われる有償のボランティア輸送について、その必要性及びこれを行う場合における安全性の確保並びに旅

客の利便の確保に係る方策等を協議するため、香取市福祉有償運送運営協議会（以下「協議会」という。）を置く。

定義 「福祉有償運送事業」とは、ＮＰＯ等の非営利法人が、公共交通機関を利用することが困難な移動制約者に対

して、通院又は通所の手助けとして、営利を目的とせず移動手段を提供することをいう。 

協議事項 協議会は、次の事項について協議する。 

(１) ＮＰＯ等による法第 80 条第１項の許可及び更新の申請内容に関すること。 

(２) 福祉有償運送事業の適正実施に関すること。 

(３) 前各号に掲げるもののほか、福祉有償運送事業について必要と認められること。 
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４．香取市地域公共交通総合連携計画の位置づけ 

４－１ 公共交通施策における上位計画との関連性 

  香取市総合計画の基本目標にある『緑の中で、便利で暮らしやすい都市機能が充実したまちづく

り』に基づき、実現に向けた施策の柱に掲げる『身近で利用しやすい公共交通体制の整備』を具体

的に目指すための計画として策定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画における施策の柱 
『身近で利用しやすい公共交通体制の整備』 
誰もが日常的に利用しやすい公共交通体制の充実を図るために、市民の身近な足となりうる市内

循環バスなどの整備を推進していく。また、ＪＲの運行体制や駅舎の改築、高速路線バスの運行本

数の増大など、市民の利便性の向上に向けた要請も行っていく。 
基本方針 
⑴ 生活路線としてのバス路線の利用維持と、循環バスなどの利便性の向上により、市民の足と

して公共交通の確保を図る。 
⑵ 鉄道の利便性向上の働きかけにより、公共交通機関としての位置づけを高める。 

施策１ 地域に密着したバス運行体制の確立 

市民の身近な交通手段であるバス路線の運行維持を図るとともに、地域住民の生活スタイ

ルや生活圏を考慮した循環バスなどの路線を再構築し、地域に密着したバス運行体制等を確

立する。 

【主要事業】 

事業名 事業の内容 
公共交通協議会の設置 市の公共交通のあり方、今後の方針等について検討を行う協議機

関を設置する。 
路線バス等の運行維持対策

の実施 
代替バス等の運行費補助を行うことにより、路線バス等の運行を

維持する。 
循環バス等の利便性の向上 地域住民の生活スタイルや生活圏を考慮して、循環バスなどの路

線構築を進め、市民の利便性の向上を図る。 
バス路線網等の普及啓発 ホームページの開設、リーフレット配布などにより、市民に対し

てバス路線網や循環バス等に関する情報提供・普及啓発を行う。 
高速バスの利便性の向上 高速バスの利便性の向上について、バス事業者へ働きかけを行う。 
施策２ 鉄道の利便性の向上 
    沿線の市町と連携しながら、鉄道事業者に対して快速電車の増便や最終電車の繰り下げな

どの要望を行い、鉄道利用者の利便性の向上を図るとともに、駅舎の老朽化対策やバリアフ

リー化への対応を要望する。また、駅周辺環境の整備を推進する。 

【主要事業】 

事業名 事業の内容 
鉄道事業者へ積極的な要望

活動の実施 

市民の重要な交通手段である鉄道の利便性の向上と輸送力の増強

などについて、引き続き、関係機関へ働きかけを行う。 

ＪＲ佐原駅周辺地区再生事

業の実施 

ＪＲ佐原駅の駅舎改築にあわせて、観光交流センターを設置する

とともに、駅南北駐輪場及び駅前広場の整備を実施する。 
ＪＲ小見川駅周辺整備事業

の推進 

ＪＲ小見川駅周辺の整備について方針を決定し、それに基づき駅

舎改築と跨線橋、駐輪場、駅前広場などの整備を検討する。 
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香取市地域公共交通総合連携計画

■香取市が目指す方向性 

≪将来都市像≫ 

元気と笑顔があふれるまち

一人ひとりの市民が輝く 

活気みなぎる  

やすらぎの郷 香取 

歴歴歴史史史ととと文文文化化化ににに    

包包包まままれれれててて、、、    

心心心豊豊豊かかかななな人人人ををを育育育むむむ    

まままちちちづづづくくくりりり  

豊豊豊かかかさささががが実実実感感感でででききき、、、   

活活活力力力あああるるる産産産業業業ををを    

育育育むむむまままちちちづづづくくくりりり    

人人人ととと自自自然然然ががが共共共生生生ししし、、、    

安快快快適適適ででで安安心心心しししててて    

暮暮暮らららせせせるるるまままちちちづづづくくくりりり    

住住住みみ慣慣慣れれれたたた地地地域域域ででで、、、   み  

誰誰誰もももががが安安安心心心しししててて    

いい    いきききいいいきききととと暮暮暮らららせせせるるる

まちづくり

緑緑緑ののの中中中ででで、、、    

便便便利利利ででで暮暮暮らららしししやややすすすいいい    

都都都市市市機機機能能能ががが充充充実実実しししたたた    

まままちちちづづづくくくりりり    

市市市民民民ととと行行行政政政ががが    

共共共ににに築築築くくく、、、自自自立立立しししたたた    

まままちちちづづづくくくりりり    

健康・福祉の充実 

市民参画・行政の取組み 都市基盤の整備 教育・文化の推進 

産業・経済の振興 生活・環境の向上 

■分野別計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 計画の位置づけ 
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５．香取市地域公共交通総合連携計画の策定 

５－１ 地域公共交通の活性化及び再生の総合的かつ一体的な推進に関する基本的な方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５－２

 

 

 

 

 

 

 

基本方針１．地域住民、行政、交通事業者の役割分担と連携の構築 

今後のバス交通の維持・活性化に対しては、バス利用者とバス事業者だけの問題

として捉えるのではなく、地域住民・行政・交通事業者の３者協力のもとで、各主

体がバス路線維持・活性化に対する地域の責任を十分認識して、役割を分担しなが

ら、推進する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２．地域公共交通体制の構築 

広大な市域面積 262.31ｋ㎡に加えて、市全域に居住地域が点在するという特性

を考慮しながら、市内の地域公共交通体制を次のように整備していく。 

⑴ 既存バス路線の活用 

       現在、既存バス路線は市内の幹線道路を中心に、民間バス路線、コミュニティ

バス等が運行しているが、事業の採算性（費用対効果）や乗り継ぎ等の利便性向

上の観点から、運行経路、運行本数、運行車両等を考慮したバス路線再編により、

鉄道、タクシー等と連携・補完し合える地域の移動を支援する。 

⑵ 新規公共交通体制の導入 

       交通空白・交通不便地域の解消・縮小を図るため、道路幅員等の道路事情や交

通量、交通渋滞等の交通事情が特に問題のない地域で、既存バス路線等が運行し

ていない地域については、事業の採算性（費用対効果）や市内交通サービスの均

衡を考慮して、新たな公共交通体制を導入する。 

⑶ 地域住民主体による公共交通体制 

       市内全域にきめ細かい交通サービスを提供することは、これまでのコミュニテ

ィバス事例のような行政主体の運行形態では困難と予想されることから、最も地

域のニーズに沿った新たな生活の足の確保については、地域住民が主体となって

運行計画に関わることが重要であり、地域住民・行政・交通事業者が経費負担を

地域住民 

公共交通機関の利用・支援 

行政（国・県・市） 

公共交通機関の維持・支援 

交通事業者 

公共交通機関の運行 

公共交通機関・地域の活性化 

・高齢社会への対応 
・地球環境問題への対応 

協 力 協 力 

協 力 

図 役割分担及び連携イメージ 
含めて、役割分担と協力により交通サービスの確保、育成に取組む。 

 地域公共交通総合連携計画の区域 

香取市全域とする。 
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５－３ 地域公共交通総合連携計画の目標 

 

 

 

 

 

 

 

５－４

施

   

  【

 

施

【

 

施

 

【

 

基本目標１．公共交通網の維持及び活性化の推進 

２．市内公共交通体系の公平性の確保 

３．「住民生活圏」を考慮した市内公共交通体系の構築

４．効率的な運行計画への改善 
14

 地域公共交通総合連携計画の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

策１ 効果的な利用促進方策の展開 

   バス路線を利用するために必要な運行ルート、バス停、時刻表などの情報提供や利用し

やすい、また利用したくなるための環境整備を推進する。 

主要事業】 

事業名 事業の内容 実施主体 

(1)バス路線網等

の普及啓発 

ホームページの開設、バスガイドブックの作成、広報紙への

掲載などにより、バス路線網や循環バス等に関する情報提

供・普及啓発を推進する。 

香取市 

(2)交通結節点の

整備 

バス停や佐原駅や小見川駅などにおける乗り継ぎ利便性の改

善や待ち時間を快適に過ごせる工夫を関係機関等と協議、検

討していく。 

香取市 

策２ 市内交通サービスの格差是正 

バス路線に関する要望及び意向、収支率等を考慮し、均衡ある市内交通サービスを享受

できる公共交通体制を整備していく。 

主要事業】 

事業名 事業の内容 実施主体 

(1)ニーズ調査及

び現況把握 

バス路線に関する要望、意向等を把握するため、アンケート・

インタビュー・乗降調査等を実施する。 

香取市・乗合

バス事業者 

(2)運賃体系の改

正 

旧市町単位で設定されていた運賃体系についての見直しと割

引制度の導入を図る。 

香取市・乗合

バス事業者 

(3)公共交通協議

機関の運営 

持続可能な市内公共交通体系の構築を目指し、課題解消、評

価、改善案等の検討を行うため、地域公共交通協議会を運営

する。 

香取市・香取

市地域公共交

通協議会 

策３ 地域公共交通の整備 

   地域公共交通導入の必要性や有効性を考慮した地域公共交通の運行体制の整備により、

市内公共交通空白地域の削減、縮小を目指していく。 

主要事業】 

事業名 事業の内容 実施主体 

(1)新規導入及び

実証運行 

市内公共交通空白地域の削減、縮小を目指し、運行環境を踏

まえ、新規の交通手段の必要性や有効性を把握するために実

証運行を実施する。 

香取市・交通

事業者等 

(2)本格運行 実証運行の結果を踏まえ本格運行へ移行し、市民の足として

公共交通の確保を図る。 

香取市・交通

事業者等 

(3)地域との連携 地域と行政の共同負担により、地域特性及び利便性の向上等

に配慮した運行計画が可能な運行形態（コミュニティバスや

乗合タクシー等）の導入を検討する。 

香取市・交通

事業者・地域

団体等  

５．「魅力ある市内（広域）観光ルートづくり」の推進 
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(4)福祉交通及び

福祉団体等との

連携 

福祉交通施策や福祉団体等による運行の検討・実施と福祉交

通との役割分担による連携を図る。 

香取市・社会

福祉協議会等

(5)スクールバス

等との連携 

栗源区スクールバス等の運行状況から連携方策等を関係機関

と協議、検討していく。 

香取市 

 

施策４ バス路線補助による路線維持 

      生活路線の確保のため、代替バス等の運行費補助を行うこととし、地域住民のニーズに

あったバス路線の改善やバス停留所の新設・変更等も含め、交通事業者と協議して持続可

能なバス路線となるように見直し、路線の維持及び利便性の向上を図る。 

【主要事業】 

事業名 事業の内容 実施主体 

(1)既存バス路線

の維持 

既存バス路線については、維持していくことを基本に、引き

続き運行補助等路線に対する補助を行っていく。 

香取市・乗合

バス事業者 

(2)廃止意向路線

への対応 

民営バス路線の不採算に伴う廃止案については、路線存続を

事業者に要望するなど地域の実情に応じた方策や必要に応じ

て代替策等の協議を推進する。 

香取市・乗合

バス事業・千

葉県バス対策

地域協議会 

 

施策５ バス路線網の再編及び利便性の向上 

    住民生活圏を考慮した運行経路や運行ダイヤの見直し、バス停留所の設置等により、路

線の利便性向上及び維持を図る。 

【主要事業】 

事業名 事業の内容 実施主体 

(1)バス路線網の

再編 

住民生活圏を考慮した利便性の高い路線の構築を目指し、運

行経路や運行ダイヤの見直し、バス停留所の設置等を実施す

る。 

香取市・乗合

バス事業者 

 

施策６ 適正な評価と改善案の作成 

      市内バス交通に対する維持に係る路線評価指標や改善案を作成し、負担軽減策の検討及

び費用対効果の向上を図る。 

【主要事業】 

事業名 事業の内容 実施主体 

(1)路線評価・検

証の実施 

路線の評価指標を設定して、路線毎に評価・検証を行ってい

く。 

香取市・乗合

バス事業者 

(2)改善案の作成 評価・検証結果により、改善案の作成と実施を図ったうえで、

再度評価・検証を行っていく。 

香取市・乗合

バス事業者 

 

施策７ 市内観光活性化策の検討と実施 

    市内観光活性化観光施策の実施と連携した交通サービスのあり方を検討するとともに、

試験的な取組みを図る。 

【主要事業】 

事業名 事業の内容 実施主体 

(1)周遊バスの検

討及び実験運行 

バス車両を有効活用した、周遊バス等の実験運行を関係機関

と協議、検討していく。 

 

香取市・バス

事業者 



(2)拠点施設や舟

運等との連携 

佐原広域交流拠点施設など、市内の観光拠点との連携を図る

ためのルートの設定や、地域特性を活かし、舟運との連携や

汎用性のあるバスによる水上交通などを検討していく。 

香取市・交通

事業者等 

(3)高速バスの利

便性の向上 

交流人口の拡大に寄与するため、高速バスの利便性の向上に

ついて、バス事業者へ働きかけを行う。 

香取市・乗合

バス事業者 

 

５―５ 計画期間 
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６．施策及び事業展開 

６－１ 重点施策及び事業 

  計画に掲げる事業については、効率的・効果的に実施していくため、計画期間中に優先的に取組

む事業を「重点事業」として位置づけ実施していく。 

施策１ 効果的な利用促進方策の展開 

事 業 (1)バス路線網等の普及啓発 

■バスマップ及びホームページの整備【総合事業活用検討事業】 

市内全バス路線の路線図と主要バス停の時刻・運賃などの情報が掲載されたバスマッ 

プの作成・配布及びホームページ等の整備により市内外への利用促進を図る。 

≪バスマップのイメージ≫ 

主  要  項  目 

・市内の全バス路線図（バス停位置含む） 

・個別路線毎のバス停間所要時間と主要バス停の時刻表 

・バス乗場案内 

・市内主要施設への公共交通機関を利用したアクセス方法 

・鉄道など他の交通機関との乗継情報 

≪ホームページのイメージ≫※バスマップを基本にＰＤＦ化して掲載 

    主  要  項  目 

・市内全バス路線図とバス停の時刻の検索 

・鉄道など他の交通機関との乗継情報の検索 

・バス利用の啓発等につながる情報の発信 

 

 事 業 (2)交通結節点の整備 

■佐原駅前広場の整備 

       現在、佐原駅前については、バスが８路線乗入れている状況であるとともに、タクシー

や送迎等の一般車両の乗入れも多いことから、乗降場所がわかりづらく、人と車の交錯に

よる安全面等の課題があり、以下のとおり整備に向けて協議、検討していく。 

項 目 検 討 内 容 

(1)交通機能の向上 狭く混雑する駅前空間を改善し、交通動線（歩行者や自動車の通

る道）を明確にする。 

(2)利便性の向上 バス、タクシーの利用を単純化してわかりやすくするとともに、

一般送迎車、Ｋ＆Ｒへの対応を考慮した駅前空間の整備を図る。 

・短期的視点に立って着手を予定する事業：概ね平成 21 年度～平成 23 年度の間 

・中・長期期的視点に立って着手を予定する事業：概ね平成 21 年度～平成 25 年度の間 

※本計画及び事業予定スケジュールは、計画期間中において、計画の適正な執行を期するため、進行管

理を行うとともに、社会経済情勢等の変化に対応するため、必要に応じて更新するものとする。 



(3)安全性・快適性の

向上 

「憩い」「集い」の場を創出し、市の玄関口として佐原らしさを演

出する。 

(4)整備の効率性・経

済性の向上 

早急に現状の課題を解決する必要があり、そのために段階的な整

備を実現する。 

※Ｋ＆Ｒ…自宅から公共交通機関の乗降所（駅やバス停など）まで家族に送り迎えをしてもらう通勤、通学形態 

【駅前広場整備の基本方針】 

(1) 交通結節点として必要な機能を確保した交通空間を整備する。 

(2) 十分な歩道幅員を確保しつつ、魅力ある歩行者空間を演出する。 

(3) 香取市の玄関口にふさわしい地域色や個性溢れる、賑わいの場とする。 

(4) 駅舎改築と併せ、駅前広場整備を中心市街地活性化の起爆剤とする。 

(5) 効率性・経済性を重視し、段階的な整備を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

施策２ 市内交通サービスの格差是正 

事 業 (2)運賃体系の改正 

■循環バス運賃体系の改正 

これまで、旧市町単位で設定されていた運賃体系について、収支率及び利用状況等を勘

案し、以下のとおり整理するとともに、運賃割引制度の導入により利用促進を図る。 

≪従前≫ 

 運賃体系 利用者数（年間） 

大人：300 円／回、小学生：150 円  
佐原区循環バス

就学前児童並びに障害者手帳所持者：無料 

20,239 人 

（2 台） 

100 円／回（小学生以上） 
山田区循環バス

乳幼児及び障害者手帳所持者：無料 

11,805 人 

（1 台） 

 

 

 

 

 

≪

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※収支率<Ｈ19 実績>＝運賃収入÷運行経費

参考）佐原区循環バス：35.8％ 
   山田区循環バス：12.8％ 

改正後≫ 

 運賃体系 

大人：300 円／回、中高生：100 円  

回数券（12 枚綴）大人のみ：3,000 円 佐原区循環バス 

小学生以下並びに障害者手帳所持者：無料 

大人：200 円／回、中高生：100 円 

回数券（12 枚綴）大人のみ：2,000 円 山田区循環バス 

小学生以下並びに障害者手帳所持者：無料 

●改正点 
山田区循環：２００円⇒収支率（財政負担）の格差解消を図る。＜段階的措置（3ヵ年）＞ 

 中学生・高校生：１００円⇒佐原区循環での増加及び山田区循環での現状維持を図る。 
 小学生以下⇒無料 
回数券の発行⇒割引制度による利用者及び利用頻度の増加を図る。 
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施策３ 地域公共交通の整備 

事 業 (1)新規導入及び実証運行 

■小見川区循環バス導入及び実証運行【総合事業活用検討事業】 

小見川地区については、公共交通空白地域かつ公共交通要望地区が集中しており、市  

内の公平性、均衡ある公共交通施策を推進するため、コミュニティバスの導入を図る。 

【循環バスの導入計画】 

項   目 内     容 

運行形態 定期定路線（時刻・バス停固定）／循環型 

市による乗合バス事業者への運行委託 

ルート名称 運行ルート ルート名称 運行ルート 

中央ルート

（仮称） 

小見川駅→駅周辺→新田→野田

→城山公園（市営駐車場）→野田

（小見川福祉センター）→仲町

（千葉銀行通り）→本町→北下宿

→新開町→住金団地→B＆G 海洋

センター→新開町→上新町→大

根塚→小見川駅→小見川区事務

所→小見川総合病院→駅周辺→

小見川駅 

南ルート 

（仮称） 

小見川駅→駅周辺→野田→下小

川→小見川総合病院→小見川区

事務所→駅周辺→小見川駅→駅

周辺→大根塚→阿玉川→下飯田

→布野→北原地新田→五郷内→

貝塚→（折り返し）→阿玉台→久

保→五郷内→川頭→東大根塚→

駅周辺→小見川区事務所→小見

川総合病院→小見川駅→駅周辺

→小見川区事務所→小見川総合

病院→下小川→野田→駅周辺→

小見川駅 

運行経路 

※主な沿線地区

及び拠点施設の

み列挙 

西ルート 

（仮称） 

小見川駅→駅周辺→小見川区事

務所→小見川総合病院→下小川

→本多病院→木内→虫幡→上小

堀→小見川工業団地→織幡→下

小野→上の台→油田→内野→虫

幡（神里農協前）→本多病院→下

小川→小見川総合病院→小見川

総合病院→駅周辺→小見川駅 

中央ルート

（仮称） 

小見川駅→駅周辺→新田→野田

→城山公園（市営駐車場）→野田

（小見川福祉センター）→仲町

（千葉銀行通り）→本町→北下宿

→新開町→住金団地→B＆G 海洋

センター→新開町→上新町→大

根塚→小見川駅→小見川区事務

所→小見川総合病院→駅周辺→

小見川駅 

自由乗降区間 交通量及び道路幅員等により、安全性が確保される区間に設定する。 

路線延長 約２９．１km 約３８．６km 

所要時間 約７０分 約９０分 

運行時間帯 ６時台～１８時台 

運行便数 ５便／日 ５便／日 

使用車両 小型バス：２台 

実証運行期間 平成２１年１０月～平成２４年３月 

※平成２１年度：平成２１年１０月１日～平成２２年３月３１日（１１９日） 

※平成２２年度以降については、平成２１年度の実証運行の検証により変更もあり得る。 

運休日 土・日曜日、祝日、年末年始 

運賃体系 大人：３００円／回、中高生：１００円、小学生以下・障害者手帳所持者：無料 

回数券（12 枚綴）大人のみ：3,000 円 

その他 環境問題に配慮したバイオマスエネルギーの活用を検討する。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小見川区事務所

小見川駅

小見川総合病院

小見川西小学校

小見川高校

水郷小見川

少年自然の家

小見川城山公園

小見川福祉センター

小見川南小学校

上ノ台

小見川東小学校

本多病院

小見川工業団地

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東公園

10

くろべ運動公園 9
南ルート 12 少年自然の家
中央ルート 北下宿 8 11
西ルート

13
仲町 7

郵便局前

5 14 ＪＡかとり 12 13 14 15
小見川支店

城山公園駐車場 4 さくら館前 6 11 南八軒町
16 虹のホール森山

3 2
野田青年館 田町 2 踏切前 26 小見川教習所

2
17 東保育園

5 4 3 小見川 25
10 3 区事務所

18 布野入口
高岡研究所 6 9 4 小見川 19 北原地

総合病院

7 8
7 6 5 20 五郷内（天神）

下小川入口 南原地

織幡青年館 15 14 13 12 11 10 9 8 本多病院前 21 サトウストア

下小野入口 16 27 木内堰 南保育園

久保公民館 28 22
下小野神社前 17 26 虫幡入口

23 24 25
下小野中央公会堂 18 19 20 21 22 23 24 25 神里農協

27 26
阿玉台 南小前

（七五三商店）

小見川駅

小見川区循環バスルート素案（略図）

※略図内の名称は、停留所設
置想定箇所がイメージできる名
称としている。
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事 業 (2)本格運行 

■佐原区循環バスの本格運行 

       平成 16 年 10 月の実証運行開始から５年を経過しており、地域住民の生活の足として定

着していることから、これまでの利用者実績を踏まえ、既存運行経路、運行ダイヤ、運行

車両を基本とした中で本格運行とする。 

         また、本格運行への移行にあたっては、これまで以上に周知、認知度の向上とともに、

潜在需要の醸成を図るため、利用しやすい環境を整備する。 

なお、他地域への延伸については、道路状況等を考慮しながら、引き続き検討していく。 

≪大戸・瑞穂ルート≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

曜日
H16.10.1 H17.4.1 H17.10.1 H18.4.1 H18.10.1 H19.4.1 H19.10.1 H20.4.1 H16.10.1 H17.4.1 H17.10.1 H18.4.1 H18.10.1 H19.4.1 H19.10.1 H20.4.1
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

H17.3.31 H17.9.30 H18.3.31 H18.9.29 H19.3.31 H19.9.30 H20.3.31 H20.9.30 H17.3.31 H17.9.30 H18.3.31 H18.9.29 H19.3.31 H19.9.30 H20.3.31 H20.9.30

月曜日 1,024 1,146 1,179 1,479 1,270 1,205 1,172 1,233 8.90 9.55 10.25 12.33 11.55 10.95 10.65 10.72
火曜日 1,040 1,116 1,174 1,312 1,409 1,336 1,344 1,070 8.32 8.93 9.78 10.09 11.27 10.28 10.75 8.92
水曜日 959 937 1,177 1,246 1,223 1,306 1,272 1,279 7.67 7.50 9.42 9.97 10.19 10.05 10.18 9.84
木曜日 1,021 1,182 1,172 1,324 1,272 1,190 1,149 1,330 8.17 9.46 9.77 10.59 10.18 9.52 9.58 10.23
金曜日 1,082 1,034 1,371 1,515 1,398 1,405 1,438 1,494 8.66 10.43 11.43 12.12 11.65 11.24 11.50 11.49
土曜日 836 905 5.89 6.96
日曜日 584 589 34 37 4.67 4.53 6.80 7.40
祝祭日 148 187 4.23 5.34

実証期間

乗車人員 １便平均乗車人員

≪北佐原・新島ルート≫ 

 

 

 

 

 

曜日
H16.10.1 H17.4.1 H17.10.1 H18.4.1 H18.10.1 H19.4.1 H19.10.1 H20.4.1 H16.10.1 H17.4.1 H17.10.1 H18.4.1 H18.10.1 H19.4.1 H19.10.1 H20.4.1
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

H17.3.31 H17.9.30 H18.3.31 H18.9.29 H19.3.31 H19.9.30 H20.3.31 H20.9.30 H17.3.31 H17.9.30 H18.3.31 H18.9.29 H19.3.31 H19.9.30 H20.3.31 H20.9.30

月曜日 688 817 687 783 781 830 730 817 5.98 6.81 5.97 6.53 7.10 7.55 6.64 7.10
火曜日 780 813 807 884 872 854 962 850 6.24 6.50 6.73 6.80 6.98 6.57 7.70 7.08
水曜日 513 621 4.10 4.97
木曜日 875 852 882 954 1,027 923 982 1,045 6.73 6.82 7.35 7.63 8.22 7.38 8.18 8.04
金曜日 1,039 926 938 873 906 1,041 1,030 1,130 8.31 7.41 7.82 6.98 7.55 8.33 8.24 8.69
土曜日 507 652 4.06 5.02
日曜日 281 311 12 33 2.25 2.39 2.40 6.60
祝祭日 104 109 2.97 3.11

実証期間

乗車人員 １便平均乗車人員

 

 

 

 

事 業 (4)福祉交通及び福祉団体等との連携 

    ■栗源区循環バスの位置づけ 

     これまでの経緯や運行形態、利用状況等を踏まえ、市と連携した社会福祉協議会の主体

的な運行による地域公共交通サービスの維持・確保に向けて協議、検討していく。 

 
協協協議議議、、、検検検討討討    

支支支援援援    

運行に係る計画や課

題等について、市と

連携を図る。 

香取市＜サポート体制＞ 

社会福祉協議会が主体となった運行に向けた

取組みを費用面で必要に応じて支援する。 

≪費用面≫バス停整備費、車両導入費 等 

栗源区循環バス（ワゴン） 

≪運行主体≫社会福祉協議会 

◇地域公共交通サービスの維

持・確保の試み 

 

 

 

 

 

 
図 連携サポート体制イメージ 
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  施策４ バス路線補助による路線維持 

  事 業 (2)廃止意向路線への対応 

■千代田線 

収支の悪化により、民間バス路線としては、運行廃止案が提示されたが、運行ダイヤ   

等の改正による費用対効果を考慮して、関係市町（成田市、多古町、芝山町）との協調補

助により、運行ダイヤ、運行日の見直し、路線の整理及び統合を行い運行継続する。 

         なお、運行継続にあたっては、単年度見直しを基本とし、引き続き関係市町と協議検討

していく。 

≪① 運行ダイヤの見直し≫ 

□千代田線＜山倉～空港第２ＰＴＢ＞ 

★ ★
山倉 7:10 7:55 18:00
多古車庫
空港第２ＰＴＢ 7:58 8:43 18:48
★土休日運休

運　行　時　刻
主要停留所

山倉 7:28
多古車庫
空港第２ＰＴＢ 8:16

主要停留所 運行時刻 

 

 

 

□千代田線＜山倉～空港第２ＰＴＢ＞ 

★
多古車庫 6:18 13:00 16:15 17:20
空港第２ＰＴＢ 6:45 13:27 16:42 17:47
★土休日運休

主要停留所
運　行　時　刻

多古車庫 6:10 13:05 15:20 16:45
空港第２ＰＴＢ 6:37 13:32 15:47 17:12

主要停留所 運　行　時　刻 

 

 

□千代田線＜空港第２ＰＴＢ～山倉＞ 

空港第２ＰＴＢ 17:25
多古車庫
山倉 18:13

主要停留所 運行時刻
★

空港第２ＰＴＢ 6:55 17:00 18:00
多古車庫
山倉 7:43 17:48 18:48
★土休日運休

運　行　時　刻
主要停留所 

 

 

 

□千代田線＜空港第２ＰＴＢ～多古車庫＞ 

★ ★
空港第２ＰＴＢ 8:15 9:10 13:47 19:10
多古車庫 8:38 9:33 14:10 19:33
★土休日運休

主要停留所
運　行　時　刻

空港第２ＰＴＢ 9:10 14:05 16:10
多古車庫 9:33 9:33 14:10

主要停留所 運　行　時　刻 

 

 

 

≪② 運行日の見直し≫ 

項目 変更前 変更後 

運行日 毎日運行 平日運行（月～金曜日） 

運休日 なし 土・日曜日、国民の祝日に関する法律に規定

する休日及び 12 月 30 日から 1 月 3 日まで 

≪③ 路線の整理及び統合≫ 

項目 変更点 

運行車両 ２台⇒１台 

 

■栗源線 

       収支の悪化により、民営バス路線としては、運行廃止が提示されたが、当該路線は栗源

区と佐原区を結ぶ基幹路線であり、特に多古町内と香取市内の高校への通学に利用されて

おり、生活の足の確保・維持に向けて、早期に運行事業者及び関係市町（多古町）と代替

方策を協議、検討し、運行継続を図る。 

 

 

 

 



 

施策５ バス路線網の再編及び利便性の向上 

事 業 (1)バス路線網の再編 

■廃止路線代替バス路線の整備 

廃止路線代替バス路線である『大倉線』、『神里線』、『上の台線』については、合併によ

り市内完結路線となったことから、運行ダイヤの見直し、運行経路の変更、路線の整理及

び統合を行い、以下のとおり整備する。 

□大倉線実証運行【総合事業活用検討事業】 

大倉線については、佐原地区と小見川地区の中心市街地を結ぶ路線であることから、 合

併による新たな人的交流の促進を図るための路線として位置づけ、鉄道駅はもとより、本

庁と総合支所や病院（小見川総合病院、県立佐原病院）を結ぶ路線として整備し、一定期

間での実証運行を行い、利用状況等を把握したうえで、今後の運行等を検討していく。 

 

≪① 運行ダイヤの見直し≫ 

□大倉線＜小見川総合病院～小見川駅～水郷駅～香取駅～佐原駅～佐原粉名口車庫＞ 
主要停留所

総合病院 11:15 12:30
小見川駅 9:20 11:18 12:33 16:30
水郷駅 9:33 11:31 12:46 16:43
香取駅 9:40 11:38 12:53 16:50
県立病院 9:45 11:43 12:58 16:55
佐原駅 9:57 11:55 13:10 17:07
佐原粉名口車庫 10:02 12:00 13:15 17:12

運　行　時　刻 主要停留所

総合病院

小見川駅 6:50 11:20 16:20 17:30
水郷駅 7:03 11:33 16:33 17:43
香取駅 7:10 11:40 16:40 17:50
佐原駅 7:25 11:55 16:55 18:05
佐原粉名口車庫 7:30 12:00 17:00 18:10

運　行　時　刻

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

●改正点 
第１便：小見川駅 6：50 発の廃止⇒小見川駅 9：20 発（※県立佐原病院 9：50 頃） 
第２便：小見川総合病院 11：15 発⇒利用者実績及び県立病院からの帰り時刻を考慮（※上の台線

車両の活用） 

第３便：小見川総合病院 12：30 発⇒病院からの帰り時刻（※県立佐原病院 12：55 頃） 
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第４便：小見川駅 17：30 発⇒小見川駅 16：30 発 

□大倉線＜佐原粉名口車庫～佐原駅～香取駅～水郷駅～小見川駅～小見川総合病院＞ 
主要停留所

佐原粉名口車庫 8:10 11:30 15:25 18:05
佐原駅 8:15 11:35 15:30 18:10
県立病院 8:26 11:46 15:41 18:21
香取駅 8:31 11:51 15:46 18:26
水郷駅 8:38 11:58 15:53 18:33
小見川駅 8:52 12:12 16:07 18:47
総合病院 8:55

運　行　時　刻主要停留所

佐原粉名口車庫 7:45 12:20 18:25
佐原駅 7:50 12:25 18:30
香取駅 8:04 12:39 18:44
水郷駅 8:10 12:46 18:51
小見川駅 8:25 13:00 19:05
総合病院

運　行　時　刻

●改正点 
第１便：小見川駅 7：45 発⇒小見川駅 8：10 発（※上の台線車両の活用） 
第２便：小見川総合病院 11：30 発⇒県立病院からの帰り時刻を考慮 

第３便：小見川総合病院 15：25 発⇒新規増設 

第４便：小見川駅 18：25 発⇒小見川駅 17：55 発 

□神里線＜小見川駅～佐原駅～佐原粉名口車庫＞ 
主要停留所

小見川駅 7:15 7:50 12:40 17:05
総合病院 7:18 7:53 12:43 17:08
県立病院 7:42 8:17 13:07 17:32
佐原駅 7:52 8:27 13:17 17:42
佐原粉名口車庫 7:57 8:32 13:22 17:47

運　行　時　刻主要停留所

小見川駅 7:15 7:50 12:40 16:45
総合病院 7:18 7:53 12:43 16:48
県立病院 7:42 8:17 13:07 17:12
佐原駅 7:52 8:27 13:17 17:22
佐原粉名口車庫 7:57 8:32 13:22 17:27

運　行　時　刻

●改正点 
第４便：小見川駅 16：45 発⇒小見川駅 17：05 発（鉄道との接続を考慮） 



□神里線＜佐原粉名口車庫～佐原駅～小見川駅＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  □上の台線＜山倉～県立佐原病院～佐原粉名口車庫＞ 

 

 

 

 

   □上の台線＜佐原粉名口車庫～県立佐原病院～山倉＞ 

 

 

 

 

 

 

≪

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要停留所

佐原粉名口車庫 8:05 9:30 16:10 17:50
佐原駅 8:10 9:35 16:15 17:55
県立病院 8:19 9:44 16:24 18:04
総合病院 8:46 10:11 16:51 18:31
小見川駅 8:49 10:14 16:54 18:34

運　行　時　刻

●改正点 
  第３便：佐原粉名口車庫 17：10 発 

                 ⇒佐原粉名口車庫 17：50 発（鉄道との接続を考慮） 

 第４便：佐原粉名口車庫 18：10 発 

主要停留所

山倉 7:10 13:20 17:40
県立病院 7:42 13:52 18:12
佐原高校前 7:43 13:53 18:13
佐原駅 7:51 14:01 18:21
佐原粉名口車庫 7:58 14:08

運　行　時　刻主要停留所

山倉 7:10 13:20 17:40
佐原駅 7:50 14:00 18:20
佐原粉名口車庫 7:57 14:07

運　行　時　刻

主要停留所

佐原粉名口車庫 12:20 16:40
佐原駅 12:25 16:45 18:30
山倉 13:05 17:25 19:10

運　行　時　刻 主要停留所

原粉名口車庫 12:20 16:40
佐原駅 12:25 16:45 18:30
佐原高校前 12:31 16:51 18:36
県立病院 12:33 16:53 18:38
山倉 13:07 17:27 19:12

運　行　時　刻
佐

 

佐原

主要停留所

佐原粉名口車庫 8:05 9:30 16:10 17:10 18:10
佐原駅 8:10 9:35 16:15 17:15 18:15
県立病院 8:24 9:44 16:24 17:24 18:24
総合病院 8:51 10:11 16:51 17:51 18:51
小見川駅 8:54 10:14 16:54 17:54 18:54

運　行　時　刻

 

 

② 運行経路の変更≫ 

路線名 変更点 

大倉線 『小見川区事務所』『小見川総合病院』『県立佐原病院』を経由する。 

上の台線 『県立佐原病院』『佐原高校』を経由する。 

※両方面とも、基本的に運行ダイヤ変更なし 

 

山倉小学校

栗源小学校 栗源区事務所 

栗源病院 栗源公民館 

栗源中学校 
高萩小学校

香取市役所 
佐原中学校 

佐原白楊高校 千葉萌陽高校 

佐原小学校 香取神宮

章成小学校 

× 佐原高校 

上の台線 

既存路線 

変更路線 
小見川高校

香取神宮 

小見川中央小学校

大倉小学校

小見川北小学校

佐原中学校 

小見川区事務所

小見川中学校

香取小学校 

津宮小学校 

県立佐原病院 

香取中学校 

千葉萌陽高校 

佐原小学校 

白楊高校 

大倉線 

既存路線 

変更路線 

佐原高校 

小見川総合病院

県立佐原病院

23



≪③ 路線の整理及び統合≫ 

路線名 車両台数 

大倉線 

神里線 
３台 

上の台線 １台 

計 ４台 
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■旭中央病院線 

       旭市は干潟地区へのコミュニティバス導入に伴い撤退するが、鉄道がない地域から他市

と連絡する路線であることにより、費用対効果を考慮した運行ダイヤ、運行日の見直し、

運行経路の変更を行い、従来どおり直通バスとして運行継続する。 

≪① 運行ダイヤの見直し≫ 

□旭中央病院線＜道の駅くりもと～旭中央病院＞ 

 

 

 

 

□旭中央病院線＜旭中央病院～道の駅くりもと＞ 

 

 

 

 

≪② 運行日の見直し≫ 

項目 変更前 変更後 

運行日 平日運行（月～金曜日） 平日運行（月・水・金曜日） 

運休日 土・日曜日、国民の祝日に関する法

律に規定する休日及び 12 月 29 日か

ら 1 月 3 日まで 

火・木・土・日曜日、国民の祝日に関

する法律に規定する休日及び12月29

日から 1 月 3 日まで 

≪③ 運行経路の変更≫ 

項目 変更点 

新設停留所 市内：『宮前』 

廃止停留所 市内：『桐谷入口』 

旭市内：『鏑木宿』『ＪＡ古城支店』

『百石』『萬力下』『干潟支所』

香取市単独運行路線となることか

ら、運行時間の短縮を考慮して、旭

市内運行経路の一部を運行しない。 

路線名 車両台数

大倉線 

神里線 

上の台線 

３台

計 ３台

主要停留所
道の駅くりもと 6:00 8:12
栗源区事務所 6:08 8:20
山田区事務所 6:23 8:35
干潟支所 6:45 8:57
旭中央病院 7:08 9:20

運　行　時　刻 主要停留所
道の駅くりもと 6:13 8:12
栗源区事務所 6:21 8:20
山田区事務所 6:36 8:35
干潟支所
旭中央病院 7:13 9:20

運　行　時　刻

主要停留所
旭中央病院 11:30 14:30
干潟支所 11:49 14:49
山田区事務所 12:13 15:13
栗源区事務所 12:28 15:28
道の駅くりもと 12:36 15:36

運　行　時　刻 主要停留所
旭中央病院 11:30 14:30
干潟支所
山田区事務所 12:05 15:05
栗源区事務所 12:20 15:20
道の駅くりもと 12:28 15:28

運　行　時　刻

府馬小学校

栗源区事務所 

栗源小学校

栗源中学校

高萩小学校

八都第二小学校

山田中学校 

山田区事務所 

第一山倉小学校 

栗源病院 

栗源公民館 

沢小学校 

道の駅くりもと 
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施策６ 適正な評価と改善策の作成 

事 業 (1)路線評価・検証の実施 

■路線評価指標の設定 

路線の評価にあたっては、基本的に以下の項目について評価・検証し、改善策の作成や

運行の見直し等について検討していく。 

□収益性   算出式：運賃収入÷実車走行距離÷平均賃率 

運賃収入は、利用者数の増減や乗車距離に大きく影響されるものであり、単一的に路線評

価指標となるものではないと判断される。 

 したがって、収益性を表す指標として、以下のとおり整理するものとし、改善案を作成す

るにあたっては、代替バス等については「平均乗車密度」、循環バスについては「利用者数」

を指標とする。 

 

 

 

 

 

 

◎代替バス等の評価指標は、平均乗車密度 1.0 とする。 

 

 

 

 

＜例：廃止路線代替バス等＞ 

・運賃…１区間 100 円 ・区間距離…１km ・平均

      Ａ） 

 

 

 

 

Ｂ） 

 

 

 

 

≪参考≫ 

◆平均乗車密度 

○平均乗車密度とは…始点から終点まで平均

利用者の多少を表す指標

○算式…運賃収入÷実車走行距離÷平均賃率

※平均賃率…停留所相互間総運賃額÷停留所

　バス停

　　乗客A
　　乗客B
　　乗客C

乗客D

　バス停

　　乗客A
乗客B
乗客C

　　乗客D

※平均乗車密度 1.0を下回る数値の場合、誰も乗車してい
ない区間が頻繁にみられる状況であり、公共交通の需要量

としては、極めて低い水準であると判断される。 

①平均賃率は、運賃改正及び停留所相互間距離の変更

②実車走行距離は、ルート変更等が生じない場合、大

③運賃収入は、利用者の増減及び１人あたり運賃の増

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賃率…100 円と想定した場合 

して何人乗っているかを表す値であり、単に

ではない。 

 

相互間総距離（路線の１km あたり運賃） 

・輸送人員　４人
・実車走行キロ　４km
・運賃収入　１２００円
・平均賃率　１００円

  平均乗車密度　　3.0

・輸送人員　４人
・実車走行キロ　４km
・運賃収入　８００円
・平均賃率　１００円

  平均乗車密度　　2.0

平均乗車密度＝収益性

が生じない場合は一定である。 

きな変動はない。 

減により、変動する。 



◎循環バスの評価指標は、運行環境等を考慮するとともに、区域（１台）あたりの年間延利

用者数の概ね同程度を目安とする。 

※参考）年間延利用者数＜Ｈ19実績＞ 
 区域：佐原区循環バス（2台） 20,239人÷2≒10,120人 
    山田区循環バス（1台） 11,805人 

 

 

 

 
利用者数＝収益性 ＜例：循環バス＞ 

・運賃…１乗車 300 円 ・区間距離…１km  

      Ａ） 
　バス停 ・輸送人員　１人

・実車走行キロ　４km
 （実車区間箇所　４箇所)

・運賃収入　３００円

A .

　　乗客A

区間あたり乗車人員　１人

 

 

 

 

      Ｂ） 
　バス停

・輸送人員　４人
・実車走行キロ　４km
 （実車区間箇所　４箇所)

乗客B ・運賃収入　１２００円
乗客C

乗客D

A . 区間あたり乗車人員　１人

　　乗客A

 

 

 

 

 

 

 

□収支率   算出式：運賃収入÷運行経費×100 

運行経費に対して、どの程度運賃収入で賄われているかについては、市の財政負担や運賃

設定及び利用者数に関連する重要な指標となるものである。 

また、運行の見直しや廃止等を検討するうえで、将来目標設定や路線評価基準の根幹とな

る指標であり、持続性のある路線であるかどうかを判断することが可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

□需要量 

 

 

 

 

 

     

     

 

 

 

 

地域の状況やバス停利用者数の傾向を把握することは、運行ルート等の見直しの検討指標

となるものであるとともに、沿線周辺住民にとっての路線に対する必要性を判断するもので
ある。 

■路線評価・検証の流れ 

路線評価・検証については、第１段階とし

勘案し、必要に応じて改善案等の作成・実施

    改善策を講じても、改善が図られない路線

全体的に低下していない場合には、基本的に

いる場合には、要望等を踏まえ廃止も検討し

    なお、評価・検証にあたっては、[計画（改

行っていく。 

26
て、平均乗車密度 1.0 及び年間延利用者数を

により、指標の上昇を目指す。 

については、第２段階へと移行し、収支率が

運行について継続していく。また、低下して

ていく。 

善）]→[運行]→[評価・検証]のサイクルを



 

・評価指標を上回る場合

・評価指標を下回る場合

評
価
・
検
証

継
続
運
行

第２段階

継
続
運
行

見込める

第３段階

要
望
等

見込めない

廃
止
の
検
討

路線バス評価方法及び評価イメージ

上
向
き

第１段階

評
価
・
検
証

運
行

全
体
の
収
支
率
の
評
価

下
向
き

改
善
案
の
作
成

　改善案（例）
・バスガイドマップの作成
・運行ダイヤの変更
・ルートの変更
・運行本数の見直し　等

改善が図られない場合、第２段階へ

全体の状況も踏まえ、過
去直近３年間の平均数値
と比較し、上向きか下向
きかを判断する。

地区から強い要望等が
あり、ある程度の需要
が見込めるかどうかを
判断する。

定期的な乗降調査を
行い、更なる利便性
の向上を目指す。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■改善案の作成 

         改善案の作成にあたっては、路線毎の運行形態や運行状況を考慮し、基本的に以下の項

目について検討する。 

 項  目 効  果 

⑴ 運賃の見直し ・運賃については、運賃収入でどの程度賄われているかと同時に、

財政負担の抑制に大きく影響する指標であり、運行経費の削減に直

接影響するものである。 

⑵ 運行ダイヤの見直し ・運行時刻設定についは、鉄道のダイヤ改正による乗り継ぎや通

院・通学・通勤等路線の特性を考慮した設定により、利便性の向上

及び利用者の増加に寄与する。 

⑶ 運行日の見直し ・運行日の見直しは、運行距離の見直しであり、運行経費の削減に

直接影響するものである。特に、土・日曜日に係る運行の可否が重

要なポイントとなる。 

⑷ 運行経路の変更 ・運行経路については、利用者等の要望箇所や病院、集客施設への

延伸及び変更により、利用者数の増加への促進が図られる。 

⑸ 路線の整理及び統合 ・重複路線や車両台数等の整理及び統合により、効率的な運行が図

られることにより、運行経費の削減に寄与する。 

⑹ 運行車両の改善 ・車両の改善等により、安心・安全な運行が図られるとともに、バ

スへの意識・関心の高まりの醸成が図られる。 

⑺ 利用促進策の展開 ・バスに関する情報提供として、ホームページへの掲載やバスガイ

ドブックの作成・配布等の実施による潜在需要への呼びかけを図る

ことにより、利用者の増加に寄与する。 

・見直しや変更後の利用者へのアンケートやインタビュー調査等を

実施することで、より利便性の向上が図られる。 

⑻ 代替交通手段の検討 ・利用状況等に応じた、新たな運行形態（コミュニティバスや乗合

タクシー等）による代替交通手段の導入が図られる。 
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施策７ 市内観光活性化策の検討と実施 

事 業 (2)周遊バスの検討及び実験運行 

■周遊バスの検討及び実験運行【総合事業活用検討事業】 

観光資源のネットワーク化の推進に向けた取り組みを行うため、関係機関等と協議を進

め、イベントや観光パスなどを活用した市内観光拠点を結ぶ周遊バスの実験運行を実施す

る。 

□実験運行（案） 

ルート 経由地 時期 

２ルート 

（２台） 

例）成田国際空港、香取神宮、小野

川の町並み、水郷佐原水生植物園、

城山公園、阿玉台、貝塚、府馬の大

クス、風土村、道の駅くりもと 等

原則、週末運行を検討する。 

 

 

６－２ 施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)　公共交通網
の維持及び活性
化の推進

(2)　市内公共交
通体系の公平性
の確保

(3)　「住民生活
圏」を考慮した市
内公共交通体系
の構築

(4)　効率的な運
行計画への改善

(5)　「魅力ある市
内（広域）観光
ルートづくり」の推
進

(1)
バス路線網等の普及啓発
【総合事業活用検討事業】

Ａ ○ ○ ○

(2) 交通結節点の整備 Ｂ ○ ○ ○ ○

(1) ニーズ調査及び現況把握 Ｂ ○ ○ ○ ○

(2) 運賃体系の改正 Ａ ○ ○ ○

(3) 公共交通協議機関の運営 Ａ ○ ○ ○ ○ ○

(1)
新規導入及び実証運行
【総合事業活用検討事業】

Ａ ○ ○ ○

(2) 本格運行 Ａ ○ ○

(3) 地域との連携 Ｂ ○ ○ ○ ○

(4)
福祉交通及び福祉団体等との
連携

Ｂ ○ ○

(5) スクールバス等との連携 Ｂ ○ ○

(1) 既存バス路線の維持 Ａ ○ ○ ○

(2) 廃止意向路線への対応 Ａ ○ ○

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5
バス路線網の再
編及び利便性の
向上

(1)
バス路線網の再編
【総合事業活用検討事業】

Ａ ○ ○ ○

(1) 路線評価・検証の実施 Ａ ○ ○

(2) 改善案の作成 Ａ ○ ○ ○

(1)
観光周遊バスの検討及び実
験運行
【総合事業活用検討事業】

Ａ ○ ○

(2) 拠点施設や舟運等との連携 Ｂ ○

(3) 高速バスの利便性の向上 Ｂ ○

ついては、Ａ：短期的（Ｈ21～23）、Ｂ：中・長期的（Ｈ21～25）

ついては、基本目標に対応した施策・事業内容の効果

基　　　本　　　目　　　標

着手予定時期事　　業

地域公共交通の
整備

市内交通サービ
スの格差是正

施　　策

効果的な利用促
進方策の展開

市内観光活性化
策の検討と実施

4

適正な評価と改
善策の作成

バス路線補助に
よる路線維持

3

１

2

6

7

※着手予定時期に

※○印に
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１．香取市地域公共交通協議会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 市内の総合的な公共交通体系の構築を図るため、地域公共交通の活性化及び再生に

関する法律（平成19年法律第59号。以下「法」という。）第６条の規定に基づき、香取市

地域公共交通協議会（以下「協議会」という。）を置く。 

（所掌事務） 

第２条 協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項を検討及び協議するものと

する。 

(１) 地域公共交通総合連携計画の策定に関すること。 

(２) 市内公共交通体系のあり方に関すること。 

(３) 市民の移動手段の確保に関すること。 

(４) 市内公共交通体系の変更等に関すること。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、目的達成のために必要な事項に関すること。 

（組織） 

第３条 協議会の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱

又は任命する。 

(１) 関係運輸支局長又はその指名する職員(次条において「関係運輸支局長」という。) 

(２) 千葉県公共交通担当職員 

(３) 乗合バス等関係事業者又は関係団体の代表者 

(４) 道路管理者 

(５) 関係警察署員 

(６) 地域住民を代表する者 

(７) 地域福祉推進に携わる者 

(８) 副市長 

(９) 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 協議会に、会長及び副会長を置く。 

２ 会長は、副市長とし、副会長は、関係運輸支局長とする。 

３ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は欠けたときは、その職務を代理

する。 

（会議） 

第５条 協議会の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。 

４ 関係行政機関の職員につき委嘱された委員に事故があるときは、当該行政機関における

その者の職務を代理又は補佐する者に代理させることができる。 

（意見の聴取） 

第６条 協議会は、必要があると認めるときは、委員以外の者から意見を聴くことができる。 



 30

（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、市長の定める機関において処理する。 

（委任） 

第８条 この告示に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会が別に定

める。 

附 則 

この告示は、平成18年10月１日から施行する。 

附 則（平成19年３月26日告示第36号） 

この告示は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年５月27日告示第111号） 

この告示は、平成20年５月28日から施行する。 
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２．香取市地域公共交通協議会委員名簿                  【Ｈ21.２.20現在】 

条項 委員 
法第６条第２項第１号 香取市副市長 
法第６条第２項第２号 千葉県香取地域整備センター 所長 
 社団法人千葉県バス協会 専務理事 
 北総自動車株式会社 代表取締役 
 株式会社千葉交タクシー 取締役営業部長 
 千葉交通株式会社 取締役 自動車部長 
 関鉄観光バス株式会社 専務取締役 
 ジェイアールバス関東株式会社 八日市場支店長 
 福田線バス路線をまもる会 会長 
 東日本旅客鉄道株式会社 佐原駅長 
 社会福祉法人香取市社会福祉協議会 事務局長 
法第６条第２項第３号 香取市高齢者クラブ連合会 会長 
 市民代表 
 国土交通省関東運輸局千葉運輸支局首席運輸企画専門官（企画調整） 
 千葉県総合企画部交通計画課交通企画室 室長 
事務局 香取市企画財政部企画政策課 

 

関係職員 総務部長 

関係職員 企画財政部長 

関係職員 健康福祉部長 

関係職員 経済部長 

関係職員 建設部長 

関係職員 教育部長 

関係職員 小見川区事務所長 

関係職員 山田区事務所長 

関係職員 栗源区事務所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．香取市公共交通検討委員会・香取市地域公共交通協議会開催等の経過 

【平成18年度】 

平成19年２月   路線バス等利用者乗降調査及び利用者アンケート調査の実施 

   平成18年度    香取市公共交通体系検討委員会開催（第１回） 

  

【平成19年度】 

 平成19年10月   住民・バス利用者アンケートの実施 

   交通事業者ヒアリングの実施 

 平成20年３月   香取市公共交通体系検討委員会報告書の承認 

平成19年度    香取市公共交通体系検討委員会開催（第２回～第４回） 
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  【平成20年度】 

平成20年５月28日 第１回香取市地域公共交通協議会開催 

８月   地域協議会（佐原区：28日／小見川区：25日／山田区・栗源区：26日） 

     ・各区市民代表者への地域公共交通に係る検討経過の説明 

   平成21年１月15日 パブリックコメントの実施（１月15日～２月４日） 

            ・提出意見項目８件 

平成21年２月４日 地域協議会合同会議（佐原区／小見川区／山田区／栗源区） 

         ・各区市民代表者への「地域公共交通総合連携計画（素案）」の要旨説明 

平成21年２月20日 第２回香取市地域公共交通協議会開催 

            ・地域公共交通総合連携計画の承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４．アンケート等調査結果の概要 

４－１ 路線バス等利用者乗降調査及び利用者アンケート調査 

◇ 路線バス等利用者乗降調査及び利用者アンケート調査の実施概要 

○ 目的 

香取市内の総合的な公共交通体系の構築を図るため、既存交通体系の再編及び公共空白地域の解

消を目指し、市民の移動手段を確保し、かつ地域の均衡ある公共交通網の整備を実現するため、「香

取市公共交通体系検討委員会」を設置し、平成 18 年 12 月 8 日に第 1 回の検討委員会を開催した。

今後の検討委員会及び庁内検討会の円滑な推進を図るため、既存バス路線等に係る利用者の乗降

調査及びアンケート調査を行い、利用者の意向を把握するものである。 

 ○ 調査対象路線 

  ・大倉線     ・与田浦線 

  ・神里線     ・栗源線 

  ・上の台線    ・佐原区循環バス 

  ・府馬線     ・山田区循環バス 

  ・旭中央病院線  ・栗源区循環バス 

  ・成田空港線 

 ○ 調査時期   平成 19 年 2 月 13 日（火）～19 日（月） 

 ○ アンケート回収数   619 票 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪調査結果概要≫ 

往路→  H18 

 

年間利用者見込数 

（人） 補助金等額

１乗車当たり 

補助金額 

１便当たり

最高乗車数路線名 

 ←復路 総数 (うち学生) （円） （円） （人） 

府馬線 小見川駅 旭農高・旭駅 32,813 4,935 4,082,688 255 18

栗源線 多古 佐原駅 28,249 12,455 2,177,025 126 20

与田浦線 潮来車庫 県立佐原病院 13,356 0 5,000,000 374 7

大倉線 小見川駅 佐原粉名口車庫 5,441 141 5,658,377 1,040 6

神里線 小見川駅 佐原粉名口車庫 15,088 2,209 7,056,703 468 10

上の台線 山倉 佐原粉名口車庫 6,783 2,914 2,752,886 406 14

成田空港線 ｼﾞｪｲﾌｨﾙﾑ 成田空港 9,172 1,222 1,855,019 633 9

旭中央病院線 道の駅くりもと 旭中央病院 7,592 0 3,205,774 749 12

①北佐原・新島 7,092 0
佐原区循環 香取市役所 

②大戸・瑞穂 13,482 846
8,773,350 678 19

①山倉線 927

②府馬線 5,071山田区循環 山田区事務所 

③小見川線 6,872

3,337 7,927,000 616 22

①高萩 

②沢 栗源区循環 栗源区事務所 

③西田部・苅毛

5,140 0 2,657,390 517 8
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≪府馬線≫ 

・県道旭小見川線を運行する府馬線は、小見川駅を始発とし、山田地区を経由して、旭駅・旭農高

を終点とする路線である。 

・利用目的として、通院・通学が多く、小見川駅→旭駅・旭農高の第２便・３便、旭駅・旭農高→

小見川駅の午後の第１便・２便の利用者が多い傾向にある。両方向ともに 7 便以降の利用者の多

くは、ほぼ学生であり、土日の利用者が低い傾向がみられる。 
年代

７０歳以上
17人（24.3%）

60歳代
8人（11.4%）

50歳代
9人（12.9%）

40歳代
2人（2.9%）

30歳代
2人（2.9%）

20歳代
5人（7.1%）

10歳代
27人（38.6%）

区
佐原区
2人（2.9%）

小見川区
19人（27.1%）

山田区
24人（34.3%）

その他
13人（18.6%）

無回答
12人（17.1%）

利用頻度

通院
23人（32.9%）

通学
24人（34.3%）

通勤
7人（10.0%）

買い物
1人（1.4%）

その他
14人（20.0%）

無回答
1人（1.4%）

利用頻度
その他
5人（7.1%）

月1日程度
9人（12.9%）

週1日程度
14人（20.0%）

週3日以上
14人（20.0%）

毎日
28人（40.0%）

と

れ

≪栗源線≫ 

・県道佐原八日市場線を運行する栗源線は、多古を始発とし、多古町を経由して、佐原駅を終点

する路線である。 

・両方向とも利用者のほぼ半数が学生（高校生）の通学であり、土日の利用率が低い傾向がみら

る。また、佐原→多古の第２便は各曜日とも５人／便未満となっている。 
年代
無回答
1人（1.2%）

７０歳以上
18人（21.7%）

60歳代
7人（8.4%）

50歳代
5人（6.0%）

40歳代
3人（3.6%）

30歳代
5人（6.0%）

20歳代
3人（3.6%）

10歳代
41人（49.4%）

区
無回答
8人（9.6%）

その他
27人（32.5%）

栗源区
21人（25.3%）

佐原区
27人（32.5%）

利用目的 無回答
3人（3.6%）

その他
14人（16.9%）

買い物
5人（6.0%）

通勤
11人（13.3%）

通学
37人（44.6%）

通院
13人（15.7%）

利用頻度

毎日
31人（37.3%）

週3日以上
16人（19.3%）

週1日程度
14人（16.9%）

月1日程度
7人（8.4%）

その他
14人（16.9%）

無回答
1人（1.2%）
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を

年代 無回答  0.0%

７０歳以上
31人（37.8%）

60歳代
7人（8.5%）

50歳代
9人（11.0%）

40歳代
7人（8.5%）

30歳代
3人（3.7%）

20歳代
2人（2.4%）

10歳代
23人（28.0%）

区

佐原区
60人（73.2%）

その他
11人（13.4%）

無回答
11人（13.4%）

利用頻度
毎日

6人（7.3%）

週3日以上
36人（43.9%）

週1日程度
13人（15.9%）

月1日程度
9人（11.0%）

その他
18人（22.0%）

利用目的

通院
26人（31.7%）

通学
21人（25.6%）

通勤
12人（14.6%）

買い物
6人（7.3%）

その他
16人（19.5%）

無回答
1人（1.2%）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪大倉線≫ 

・国道 356 号線を運行する大倉線は、小見川駅を始発とし、佐原駅を経由して、佐原粉名口車庫

終点とする路線である。 

・運行経路がＪＲ成田線と重なるため、利用時間によっては、鉄道を利用する傾向にある。 

・両方向とも、全便にわたって、利用率が低く、利用者は１～３人／便である。 
≪与田浦線≫ 

・県道潮来佐原線を運行する与田浦線は、潮来車庫を始発とし、佐原地区を経由して、佐原駅・県

立佐原病院を終点とする路線である。 

・潮来車庫→県立佐原病院は、第２・３便を除き、大半の曜日で利用率が低い傾向がみられる。第

２便の主な目的は、通学（小学生）、通勤、通院が予想される。第３便は、買物等、病院が予想さ

れる。県立佐原病院→潮来車庫は、第３・５便を除き、各曜日で利用率が低い傾向がみられる。

第３便は、病院帰り、第５便は、学校帰りが予想される。 
年代 無回答
1人（3.0%）

10歳代
3人（9.1%）

60歳代
8人（24.2%）

20歳代
2人（6.1%）

40歳代
2人（6.1%）

50歳代
7人（21.2%）

７０歳以上
10人（30.3%）

利用頻度

毎日
5人（15.2%）

週3日以上
8人（24.2%）

週1日程度
8人（24.2%）

月1日程度
6人（18.2%）

その他
6人（18.2%）

無回答  0.0%

区

無回答
4人（12.1%）

小見川区
14人（42.4%）

佐原区
15人（45.5%）

利用目的

通院
10人（30.3%）

通学
2人（6.1%）

通勤
7人（21.2%）

買い物
5人（15.2%）

その他
8人（24.2%）

無回答
1人（3.0%）
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年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪神里線≫ 

・県道佐原山田線を運行する神里線は、小見川駅を始発とし、佐原駅を経由して、佐原粉名口車庫

を終点とする路線である。 

・日曜日は全便とも５人／便未満と利用率が低い傾向がみられる。その他の曜日については、10 人

便以下ではあるが、各便にわたって利用されている。 
代 無回答
2人（3.4%）

10歳代
13人（22.0%）

30歳代
3人（5.1%）

40歳代
4人（6.8%）

50歳代
10人（16.9%）

60歳代
13人（22.0%）

７０歳以上
14人（23.7%）

区

佐原区
14人（23.7%）

小見川区
21人（35.6%）

山田区
3人（5.1%）

その他
5人（8.5%）

無回答
16人（27.1%）

利用頻度
無回答  0.0%

その他
9人（15.3%）

月1日程度
6人（10.2%）

週1日程度
9人（15.3%）

週3日以上
24人（40.7%）

毎日
11人（18.6%）

利用目的 無回答
2人（3.4%）

その他
7人（11.9%）

買い物
4人（6.8%）

通勤
16人（27.1%）

通学
14人（23.7%）

通院
16人（27.1%）
≪上の台線≫ 

・県道佐原椿海線を運行する上の台線は、山倉を始発とし、佐原駅を経由して、佐原粉名口車 庫

を終点とする路線である。 

・山倉→佐原粉名口車庫の第１便を除き、利用率は全便にわたって低い傾向にあり、日曜日はほぼ

利用者がいない。また、山倉→佐原粉名口車庫の第１便、佐原粉名口車庫→山倉の第２便・第３

便の利用者のうち、半数以上は、学生である。 
年代

10歳代
17人（54.8%）

20歳代
2人（6.5%）

50歳代
5人（16.1%）

60歳代
3人（9.7%）

７０歳以上
4人（12.9%）

無回答  0.0% 区

佐原区
12人（38.7%）

山田区
9人（29.0%）

栗源区
4人（12.9%）

その他
3人（9.7%）

無回答
3人（9.7%）

利用頻度

毎日
4人（12.9%）

週3日以上
19人（61.3%）

週1日程度
1人（3.2%）

月1日程度
1人（3.2%）

その他
6人（19.4%）

無回答  0.0% 利用目的

通院
4人（12.9%）

通学
17人（54.8%）

通勤
5人（16.1%）

買い物
2人（6.5%）

その他
2人（6.5%）

無回答
1人（3.2%）
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≪成田空港線≫ 

・県道成田小見川鹿島港線を運行する成田空港線は、ｼﾞｪｲﾌｨﾙﾑを始発とし、多古町、成田市を

経由して、成田空港を終点とする路線である。 

・両方向とも利用率は低く、成田空港→ｼﾞｪｲﾌｨﾙﾑの第４便を除き、大半の曜日で利用者が５人／便

未満となっている。また、ｼﾞｪｲﾌｨﾙﾑ→成田空港の最終便は、ほぼ利用者がいない。 
区

栗源区
9人（39.1%）

その他
13人（56.5%）

無回答
1人（4.3%）

年代

60歳代
 5人（21.7%）

50歳代
 4人（17.4%） 40歳代

 4人（17.4%）

20歳代
 2人（8.7%）

７０歳以上
 2人（8.7%）

10歳代
 6人（26.1%）

利用目的
通院

2人（8.7%）

通学
6人（26.1%）

通勤
9人（39.1%）

その他
6人（26.1%）

利用頻度 無回答
1人（4.3%）

その他
6人（26.1%）

週1日程度
7人（30.4%）

週3日以上
1人（4.3%）

毎日
8人（34.8%）

由

用

≪旭中央病院線≫ 

・県道山田栗源線を運行する旭中央病院線は、道の駅くりもとを始発とし、山田地区、旭市を経

して、旭中央病院を終点とする路線である。 

・道の駅くりもと→旭中央病院の第１便の利用率が低い傾向がみられる。また、香取市内での利

者は、４割弱である。 
年代

歳代歳代

30歳代
2人（20.0%）

50歳代
2人（20.0%）

60歳代
3人（30.0%）

７０歳以上
3人（30.0%）

無回答

区

山田区
3人（30.0%）

栗源区
7人（70.0%）

利用頻度 毎日  0.0%

週3日以上
1人（10.0%）

週1日程度
3人（30.0%）

月1日程度
4人（40.0%）

その他
2人（20.0%）

無回答  0.0% 利用目的

通院
9人（90.0%）

その他
1人（10.0%）

無回答  0.0%
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≪佐原区循環バス≫ 

【北佐原・新島ルート】 

・時間帯により、利用者数にある程度の変動があるものの、約 9 人/便の利用状況にある。利用者の

うち、学生の利用はない状況である。 

 

 

 

 

 
年代

10歳代
2人（3.4%）

20歳代  0.0%30歳代  0.0%
40歳代
3人（5.2%）

50歳代
4人（6.9%）

60歳代
7人（12.1%）

７０歳以上
42人（72.4%）

運行経路満足度
無回答
7人（12.1%）

不満である
3人（5.2%）

やや不満であ
る

3人（5.2%）

普通である
13人（22.4%）

やや満足して
いる

6人（10.3%）

満足している
26人（44.8%）

 

 

 

 

 

 

 

 
運行便数満足度

無回答
6人（10.3%）

不満である
5人（8.6%）

やや不満であ
る

4人（6.9%）

普通である
14人（24.1%）

やや満足して
いる

11人（19.0%）

満足している
18人（31.0%）

利用頻度
無回答
2人（3.4%）

その他
15人（25.9%）

月1日程度
9人（15.5%）

週1日程度
23人（39.7%）

週3日以上
7人（12.1%）

毎日
2人（3.4%） 

 

 

 

 

 

 

 
利用目的 無回答

4人（6.9%）

その他
6人（10.3%）

買い物
7人（12.1%）

通勤
2人（3.4%）

通院
39人（67.2%）

運賃満足度

無回答
7人（12.1%）不満である

1人（1.7%）

やや不満であ
る

3人（5.2%）

普通である
20人（34.5%）

やや満足して
いる

4人（6.9%）

満足している
23人（39.7%）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪佐原区循環バス≫ 

【大戸・瑞穂ルート】 

・時間帯により、利用者数にある程度の変動があるものの、約 12 人/便の利用状況にある。学生の

利用者については、全体の 1 割に満たない利用状況にある。 

 

 

 

 

 
年代 10歳代

5人（5.3%）
無回答
1人（1.1%）

20歳代
1人（1.1%）

30歳代
5人（5.3%）

40歳代
5人（5.3%）

50歳代
6人（6.3%）

60歳代
24人（25.3%）

７０歳以上
48人（50.5%）

運行経路満足度

満足している
51人（53.7%）

やや満足して
いる

12人（12.6%）

普通である
13人（13.7%）

やや不満であ
る

9人（9.5%）

不満である
1人（1.1%）

無回答
9人（9.5%）
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運行便数満足度

無回答
9人（9.5%）不満である

5人（5.3%）

やや不満であ
る

24人（25.3%）

普通である
14人（14.7%）

やや満足して
いる

13人（13.7%）

満足している
30人（31.6%）

利用頻度
毎日

1人（1.1%）

週3日以上
30人（31.6%）

週1日程度
30人（31.6%）

月1日程度
10人（10.5%）

その他
20人（21.1%）

無回答
4人（4.2%）

 

 

 

 

 

 

 

 運賃満足度

無回答
11人（11.6%）不満である

3人（3.2%）

やや不満であ
る

9人（9.5%）

普通である
23人（24.2%）

やや満足して
いる

8人（8.4%）

満足している
41人（43.2%）

利用目的 無回答
6人（6.3%）

その他
7人（7.4%）

買い物
9人（9.5%）

通勤
8人（8.4%）

通学
4人（4.2%）

通院
61人（64.2%）

 

 

 

 

 

 

 

 

≪山田区循環バス≫ 

・小見川線では、第１便を除き、利用率は低い傾向がみられる。第１便については、約６割が学生

（高校生）の利用者である。府馬線では、一部に利用率が低い便もみられるが、大半が５人／便

以上となっている。山倉線は、金曜日を除き、５人／便未満と利用率が低い傾向がみられる。 

 

 

 

 

 

年代

７０歳以上
15人（34.1%）

60歳代
11人（25.0%） 50歳代

2人（4.5%）

20歳代
2人（4.5%）

10歳代
14人（31.8%）

運行経路満足度
無回答
1人（2.3%）不満である

1人（2.3%）

やや不満であ
る

1人（2.3%）

やや満足して
いる

5人（11.4%）

満足している
36人（81.8%）

 

 

 

 

 

 

 

 
運行便数満足度

満足している
22人（50.0%）

やや満足して
いる

11人（25.0%）

普通である
8人（18.2%）

やや不満であ
る

1人（2.3%）

不満である
1人（2.3%）

無回答
1人（2.3%）

利用頻度

その他
11人（25.0%）

月1日程度
2人（4.5%） 週1日程度

6人（13.6%）

週3日以上
8人（18.2%）

毎日
17人（38.6%）

 

 

 

 

 

 

 

 運賃満足度

満足している
44人（100.0%）

利用目的

通院
17人（38.6%）

通学
13人（29.5%）通勤

1人（2.3%）

買い物
1人（2.3%）

その他
11人（25.0%）

無回答
1人（2.3%） 
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≪栗源区循環バス≫ 

・高萩ルートでは、最終便の利用率が各曜日とも低い傾向がみられる。沢ルートでは、各便とも利
用率が低い傾向がみられる。西田部ルートでは、各曜日とも全便で利用率が低い傾向がみられる。

年代

７０歳以上
28人（90.3%）

60歳代
3人（9.7%）

50歳代  0.0%
40歳代  0.0%

30歳代  0.0%
20歳代  0.0%

10歳代  0.0% 運行経路満足度

満足している
26人（83.9%）

普通である
1人（3.2%）

やや不満であ
る

1人（3.2%）

不満である
0.0%

無回答
3人（9.7%）

利用頻度 無回答  0.0%

その他
8人（25.8%）

月1日程度
6人（19.4%） 週1日程度

8人（25.8%）

週3日以上
9人（29.0%）

毎日  0.0% 運行便数満足度

満足している
19人（61.3%）

やや満足して
いる

2人（6.5%）

普通である
6人（19.4%）

やや不満であ
る

1人（3.2%）

不満である
0.0%

無回答
3人（9.7%）

利用目的

無回答
1人（3.2%）

その他
5人（16.1%）

通院
25人（80.6%）
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４－２ 住民・バス利用者アンケート調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査目的：香取市の今後の公共交通のあり方や具体的なバス路線網再編（案）の検討基礎データと

して、香取市公共交通に対する住民ニーズや住民負担に対する意向等を把握するため。

調査時期：平成 19 年 10 月下旬から 11 月上旬 

○質問内容 

□個人属性等             □路線バスに対する要望 

 ・性別、年齢階層、世帯構成、住所   ・新規バス路線の必要性 

 ・運転免許の保有状況         ・バスで行きたい場所、運行してもらいたい時間帯 

 ・バス利用状況 等          ・既存バスに対する要望 等 

□地域間の公平性に関して       □住民負担に関して 

 ・地域間不均衡の有無と内容      ・住民負担に関する賛否 

 ・公平性確保の視点 等        ・可能な負担内容 等 

◆住民アンケート調査の実施概要 

・調査方法：郵送配布・郵送回収によるアンケート調査 

・調査対象：市内 2,100 世帯を無作為抽出（地域別を考慮）、各世帯にアンケート調査票を３セ

ット送付し、世帯より３人以内に回答を依頼 

・地区別配布数：地区毎（旧市町）のニーズや意向の相違を把握するため、世帯数構成比に応じ

て、下表のとおり配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・回収状況 

 

 

 

 

 

 

◆利用者アンケート調査の実施概要 

 ・調査方法：バス車内での手渡し配布

 ・調査対象：全路線バス利用者 

 ・回収状況 

平成１７年国勢調査 
地 区 

人口 世帯数 
平  均

世帯人員数

世帯構成比 配布世帯数 

佐原地区 45,965 14,776 3.1 54.2% 1,000 

小見川地区 25,399 8,174 3.1 30.0% 600 

山田地区 10,778 2,839 3.8 10.4% 300 

栗源地区 5,190 1,475 3.5 5.4% 200 

香取市合計 87,332 27,264 3.2 100.0% 2,100 

 

世帯

佐原地区 1,000

小見川地区 600

山田地区 300

栗源地区 200

香取市合計 2,100

配布数
地　区

配布数 回収数 

497 票 161 票 

 

表 回収状況

表 地区別配布数 

 

 

 

 

 

票 世帯 票 世帯 票

3,000 468 1,006 46.8% 33.5%

1,800 298 653 49.7% 36.3%

900 144 340 48.0% 37.8%

600 99 227 49.5% 37.8%

6,300 1,009 2,226 48.0% 35.3%

回収率回収数

表 回収状況
回収率 

32.4％ 
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■回答者の地区構成比 

≪住民アンケート調査≫ 

回答者の地区構成比は、配布枚数に比例しており、佐原地区、小見川地区、山田地区、栗源

地区の順となっている。また最も多い佐原地区は、全体の約 45％を占めている。 

世帯

佐原地区

小見川地区

山田地区

栗源地区

香取市合計

地　区

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪利用者アンケート

回答者の居住地の

市外の 13.0％となっ

っている。 

表 回 

佐原地区

小見川地区

山田地区

栗源地区

市内不明

市外

不明

香取市合計

地　区 票数
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

票

468 1,006 45.2%

298 653 29.3%

144 340 15.3%

99 227 10.2%

1,009 2,226 100.0%

回収数
構成比

表 回答者構成比 

佐原地区
45.2%

小見川地区
29.3%

山田地区
15.3%

栗源地区
10.2%

回答者数
2,226人

図 回答者構成比 

調査≫ 

構成比は、佐原地区が 52.2％と最も多く、次いで山田地区の 14.9％、香取

ている。現在、循環バスが運行されていない小見川地区は 5.0％と低くな
答者構成比 
市外
 13.0%

市内不明
3.1%

栗源地区
8.1%

山田地区
14.9%

小

84 52.2%

8 5.0%

24 14.9%

13 8.1%

5 3.1%

21 13.0%

6 3.7%

161 100.0%

構成比

図 回
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不明 3.7%

見川地区
5.0%

佐原地区
52.2%

回答者数
161人
答者構成比 



■バスの利用状況 

【住民アンケート】 【利用者アンケート】 

・バスを利用する人は 20％弱、80％弱は利用し
ない。 

・利用目的は、通院が 41.0％、買物が 14.7％、

通勤が 5.5％、通学が 3.4％ 

・全体では、バスを利用しない理由は、「自動車

やバイクの方が便利だから」が 53.4％と大半

を占め、次いで「行きたい場所や時間にバス

が運行していない」が 17.2％、「自宅や目的地

がバス停から離れている・バスが運行してい

ない」が 12.3％となっており、「バス路線に関

する情報を知らない」も、9.5％と多い。 

・バス利用者の属性は、女性や高齢者の割合が

高く、また、10 歳代の割合も高い。自動車運転

免許は 73.9％が非保有者で、また、「いつでも

送迎してもらえる」の割合は 4.1％と低く、移

動弱者が利用の中心となっている。 

・バスの利用頻度は、「ほとんど毎日」が 37.9％
と最も多くなっている。 

 

38.1%

12.5%

37.5%

30.8%

66.7%

16.7%

37.9%

20.2%

25.0%

16.7%

46.2%

19.0%

66.7%

23.0%

32.1%

37.5%

37.5%

23.1%

100.0%

9.5%

16.7%

31.1%

8.3%

4.8%

3.7%

3.6%

4.3%

6.0%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐原地区

小見川地区

山田地区

栗源地区

市内不明

市外

不明

全体

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.7%

11.5%

9.7%

14.1%

11.1%

78.4%

80.2%

78.5%

70.5%

78.2%

1.3%

0.5%

1.2%

0.4%

0.9%

1.3%

2.6%

2.1%

0.6%

1.2%

5.3%

9.3%

5.3%

5.3%

3.8%

3.2%

3.1%

3.2%

3.4%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小見川地区

栗源地区

全体

佐原地区

山田地区

ほとんど毎日 週に2～3回 月に数回 年に数回 利用しない 不明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.4%

43.0%

50.0%

48.3%

41.0%

0% 20%

通院 通

佐原地区

小見川地区

栗源地区

全体

山田地区
ほとんど毎日 週に2～3回 月に数回 年に数回 不明
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51.2%

37.5%

50.0%

15.4%

50.0%

42.2%

23.1

42.9

4.8%

0% 20%

佐原地区

小見川地区

山田地区

栗源地区

市内不明

市外

不明

全体

通院 通学

14.0%

16.8%

14.7%

23.7%

21.5%

17.7%

13.3%

20.7%

15.6%

16.8%

12.9%

10.0%

14.7%

1.9%

3.2%

8.1%

3.4%

1.7%

4.8%

23.3%

9.1%

5.5%

3.3%

6.5%

40% 60% 80% 100%

学 買物 通勤 その他 不明

図 バスの利用頻度 

図 バスの利用目的 
80.0%

15.5%

25.0%

33.3%

%

%

21.7%

20.0%

33.3%

16.7%

12.5%

12.5%

30.8%

42.9%

16.7%

19.9%

4.2%

6.2%

6.0%

7.7%

6.0%

6.2%

9.5%

23.1%

3.7%

4.8%

25.0%

40% 60% 80% 100%

図 バスの利用頻度 
買物 通勤 その他 不明
図 バスの利用目的



■バスに対する改善要望 

【住民アンケート】 【利用者アンケート】 

・全体では、第１希望としては、「路線バスに関

する情報提供」が 29.7％と最も多く、次いで

「バスと鉄道との乗り換え利便性の向上」が

18.6％、「運行本数の増加」が 16.8％、「バリ

アフリー車両の導入」が 13.0％となっている。

また、第２希望では、「運賃割引」に対する要

望が高い。 

・全体では、第１希望としては、「運行本数の増

加」が 47.9％と最も高く、第２希望としては、

「運賃割引」となっている。 

・バス利用者の代替交通手段については、「家族

の送迎」23.0％、「タクシー」が 20.5％と高い

が、「外出を控える」も 13.7％と高い割合を示

している。 

 

11.9%

16.7%

14.3%

33.3%

10.7%

16.7%

17.6%

9.1%

19.0%

33.3%

11.6%

50.8%

33.3%

47.1%

54.5%

25.0%

47.6%

33.3%

47.9%

8.5%

17.6%

9.1%

50.0%

9.9%

8.5%

16.7%

27.3%

8.3%

5.9%

5.1%

25.0%

3.3%

6.8%

8.5%

11.8%

8.3%

9.5%

16.7%

4.8%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐原地区

小見川地区

山田地区

栗源地区

市内不明

市外

不明

全体

29.7%

30.7%

32.6%

22.2%

29.7%

21.3%

16.2%

15.4%

18.4%

18.6%

14.8%

12.1%

19.4%

35.1%

16.8%

8.3%

8.4%

14.5%

12.9%

12.5%

7.6%

13.0%

6.5%

9.7%

7.3%

1.6%

2.7%

3.3%

1.8%

2.7% 1.4%

2.9%

5.9%

6.8%

3.7%

9.0%

8.1%

5.9% 3.2%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100

佐原地区

小見川地区

山田地区

栗源地区

全体

%

情報提供 乗り換え 運行本数の増加

経由地変更 新たなバス路線の運行 運賃割引

車両 その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.1%

15.1%

17.9%

13.4%

16.7%

0%

佐原地区

小見川地区

山田地区

栗源地区

全体

情報提供

経由地変更

車両

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報提供 乗り換え 運行本数 経由地変更

運賃割引 車両 その他

図 バスの改善要望（第一要望） 

20.0%

25.5%

21.8%

22.8%

22.1%

10.1%

9.2%

12.3%

11.8%

10.4%

14.5%

20.1%

18.8%

21.2%

17.9%

7.9%

18.2%

3.3%

3.9%

4.5%

4.0%

2.4%

3.9%

4.1%

5.1%

6.8%

7.1% 28.3%

19.0%

21.8%

2.8%

4.7%

3.7%

4.1%

4.7%

20% 40% 60% 80% 100%

乗り換え 運行本数の増加

新たなバス路線の運行 運賃割引

その他

11.8%

16.7%

30.

11.3%

28.

13.3%

33

0%

佐原地区

小見川地区

山田地区

栗源地区

市内不明

市外

不明

全体

情報提

運賃割

図 バスの改善要望（第二要望） 
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図 バスの改善要望（第一要望） 

8%

23.5%

15.4%

6%

14.7%

50.0%

38.5%

20.0%

.3%

26.5%

33.3%

15.4%

28.6%

46.7%

33.3%

14.7%

28.6%

100.0%

13.3%

5.9%

6.7%

14.3%

33.3%

2.9%

20% 40% 60% 80% 100%
17.5% 21.3% 28.8% 13.8%

6.3% 1.3%

供 乗り換え 運行本数 経由地変更

引 車両 その他
図 バスの改善要望（第二要望） 



■運行補助の認知状況と維持 

【住民アンケート】 【利用者アンケート】 

・全体では、市の負担を知っていた割合は 51.3％

と約半数に留まっている。 

・バス路線の維持については、全体では、「利用

者の少ない路線の廃止」が 20.8％と最も高く、

次いで「わからない」が 20.7％、「市の負担で

維持」が 19.4％、「バス利用者の負担で維持」

が 17.3％、「沿線住民等の負担で維持」が

12.6％と意見が分かれている。 

・沿線等で費用負担する場合の負担額について

は、64.5％が「1,000 円／月・世帯」であり、

「2,000 円／月・世帯」が 18.4％程度となって

いる。 

・市の負担を知っていた割合は、62.1％とやや

高い数値を示している。 

・バス路線の維持については、全体では、「市の

負担で維持」が 30.2％、「バス利用者負担で維

持」が 22.5％、「沿線住民等の負担で維持」が

19.4％と意見が分かれているが、「利用者の少

ない路線の廃止」については 6.2％と低い。 

・沿線等で費用負担する場合の負担額について

は、64.0％が「1,000 円／月・世帯」であり、

「2,000 円／月・世帯」が 28.0％となっており、

住民アンケートの結果と同程度になっている。
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図 バスの運行経費負担の認知状況 
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   ■運行形態 

【住民ア

・小見川地区等コミュ

いない地域への対応

「利用者の状況を

53.1％と最も高く

関わらず導入する」

６％程度になってい

  また、現在コミュ

いない小見川地区に

きな相違は見られな

・各地区で導入されて

いては、全体では

が同程度」が 27.6％

行本数・運賃が同程

持」が 16.2％と分

・路線バスのあり方

は、全体では、「利

入」が 42.6％と最も

シー」が 19.3％、

8.8％、「ディマンド

いる。 

1,000円
64.5%

不明
2.3%5,000円

3.1%

3,000円
11.7%

2,000円
18.4%

5,000円
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図 バスが運行され

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ンケート】 【利用者アンケート】 

ニティバスが運行されて

については、全体では、

考慮して導入する」が

なっており、「利用状況に

、「導入しない」はともに

る。 

ニティバスが運行されて

ついても、他の地区と大

い。 

いる循環バスの相違につ

、「各地区に対する負担額

と最も高く、次いで「運

度」が 22.0％、「現状維

かれている。 

や新たな運行形態として

用者数に応じた車両の導

高く、次いで「乗合タク

「現在の車両で運行」が

運行」が 8.4％となって

・各地区で導入されている循環バスの相違につ

いては、「現状維持」が 32.9％と最も高く、

次いで「運行本数・運賃が同程度」が 18.6％、

「各地区に対する負担額が同程度」が 11.8％

と異なっている。 

・路線バスのあり方や新たな運行形態として

は、「利用者数に応じた車両の導入」が 35.4％

と最も高く、次いで「現在の車両で運行」が

34.2％、「乗合タクシー」、「ディマンド運行」

は、それぞれ 5.0％、3.7％と低い割合となっ

ている。 

図 バス利用者、沿線住民、自治会等での費用負担金額の意向 
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ていない地域に対する意向 
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図 各地区で導入されている循環バスの相違に対する意向 
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 図 バスの運行形態、新たに導入する際の運行形態に対する意向
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図 各地区で導入されている循環バスの相違に対する意向 
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 バスの運行形態、新たに導入する際の運行形態に対する意向


